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登別市功労者表彰
▶問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）

　登別市功労者表彰・登別市表彰とは、永年にわたり登別市の行政や社会福祉などに貢献され、市民の模範となる
行いをされた方や団体に対し、表彰を行うものです。このたびの受賞者は、市功労者表彰５名、市表彰11名２団体
（自治貢献表彰４名、社会貢献表彰５名、教育文化貢献表彰１名、篤志貢献表彰１団体、善行表彰１名１団体）で、
11月３日㈮の『文化の日』に市民会館で表彰式を行います。
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永年にわたり教育長とし
て教育の発展と充実に尽
力されました

永年にわたり図書館協議会委
員として教育文化の振興に尽
力されるとともに男女共同参
画社会づくり推進会議委員と
して男女共同参画社会の実現
に尽力されました

永年にわたり青少年指導
委員として青少年の健全
育成に尽力されるととも
に民生委員児童委員とし
て社会福祉の向上に尽力
されました

武田　博さん 合田 美津子さん 小沢 裕美子さん

永年にわたり文化団体役員とし
て文化の振興に尽力されるとと
もに社会教育委員として社会教
育の振興に尽力されました

永年にわたり民生委員児童委
員として社会福祉の向上に尽
力されました

小塚　順一さん 髙橋　敏夫さん
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まとめ

ちょっと
寄り道

すべてのこどもは大切にされ、基本的な人権が守られ、差別されないこと。

すべてのこどもは、大事に育てられ、生活が守られ、愛され、保護される権利が守られ、
平等に教育を受けられること。

年齢や発達の程度により、自分に直接関係することに意見を言えたり、
社会のさまざまな活動に参加できること。

すべてのこどもは年齢及び発達の程度に応じて、意見が尊重され、
こどもの今とこれからにとって最もよいことが優先して考えられること。

子育ては家庭を基本としながら、そのサポートが十分に行われ、
家庭で育つことが難しいこどもも、家庭と同様の環境が確保されること。

家庭や子育てに夢を持ち、喜びを感じられる社会をつくること。

１

２

３

４

５

６

４2023.11月号こども基本法について知ろう５ 2023.11月号 こども基本法について知ろう

子どもの権利条約（児童の権利に関する条約） こども基本法について知ろう

『こども基本法』の６つの基本理念

ヤングケアラー
問い合わせ　こども家庭グループ　こども相談室（☎85６６７７）

　こどもたちの健全な成長を考えていくにあたり、
近年、家族などの世話や介護を行う『ヤングケア
ラー』と呼ばれるこどもたちが取り上げられるよ
うになりました。
　ヤングケアラーが担う家族の介護や世話は、
『お手伝い』の枠を超えて、家族にとっては欠か
すことのできない大切な役割となっています。実
際、ケアをすることで家族の役に立っている誇り
や自信を感じているこどももいます。
　しかし、こどもはそのために時間や労力を取ら
れることで、負担が長期間にわたると学習や発達、
生活とケアの両立そして進路選択などにも支障が
出ることが指摘されています。
　また、ヤングケアラー自身『こども』であるこ
とから、自分の悩みを外部の公的機関に相談する
ことが難しく、また、相談を受ける側の支援者が
持つヤングケアラーの認識も未だ発展途上である
ことから、結果的に、表面化がしにくい傾向も言
われています。
　ヤングケアラーへの支援の必要性についての認
識を高め、表面化しづらいヤングケアラーを発
見・把握し、必要な支援につなぐ仕組みを考えて
いくことが求められています。

　常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組・政策を我が国社会の真ん中に据える『こども
まんなか社会』を目指し、こども家庭庁が発足されました。
　今月号では、こうした社会を目指して、こどもや若者に関する取り組みを進めていくための基本事項を定め
た法律『こども基本法』について紹介します。

　これまで、『児童福祉法』『母子保健法』『児童虐待防止法』など、こどもに関わるさまざまな法律はあり
ましたが、こどもを権利の主体として位置づけ、その権利を保障する総合的な法律がありませんでした。
　しかし、虐待や貧困、ヤングケアラーなど、こどもを取り巻くさまざまな問題や、コロナ禍による行動制限
といった社会のめまぐるしい変化など、こどもを巡る環境の深刻化を抜本的に解決し、こどもの権利施策を幅
広く、整合性をもって実施するために、こどもの権利に関する国の基本方針、理念およびこどもの権利保障の
ための原理原則が定められる必要があります。
　そのため、憲法および国際法上認められるこどもの権利を、包括的に保障する法律が求められ、こども基本
法の成立に至りました。

どうして『こども基本法』がつくられたの？

　国は、こども基本法において、こども施策を総合的に推進するため、こども施策の基本的な方針（こども大
綱）を定めることとしました。
　都道府県や市町村は、この基本的な方針をもとに、こども施策についての計画（こども計画）を定めるよう
努めるものとされています。
　そして、国や都道府県、市町村は、こども施策を策定・実施・評価するにあたって、こども施策の対象とな
るこどもまたは、こどもを養育する者その他関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとされ
ました。
　こどもや若者の意見を聞きながら、国や都道府県、市区町村は、こども施策を進めていきます。

どんな取り組みをするの？

　この条約は、世界中すべての子どもたちが持つ権利を
定めた条約です。1989年11月20日、第44回国連総会にお
いて採択されました。
　この条約を守ることを約束した締約国・地域の数は
196。世界で最も広く受け入れられている人権条約です。
日本は1994年に批准しています。
　子どもの権利条約は、子ども（18歳未満の人）が権利
を持つ主体であることを明確に示しました。子どもが大
人と同じように、ひとりの人間としてもつ様々な権利を
認めるとともに、成長の過程にあって特別な保護や配慮
が必要な、子どもならではの権利も定めています。
　条約の採択は、世界中で、子どもたちの状況の改善に
つながってきました。
　条約の基本的な考え方は、次の４つの原則で表されま
す。それぞれ、条文に書かれている権利であるとともに、
あらゆる子どもの権利の実現を考えるときに合わせて考
えることが大切です。４つの原則は、「こども基本法」
にも取り入れられています。

登別市こども相談室
　　85６６７７　
　　child2@city.noboribetsu.lg.jp

北海道ヤングケアラー
相談サポートセンター（えべつケアラーズ）
　　0120-516-086
　　hokkaido.young.carer2022@gmail.com

ヤングケアラーの
主な相談窓口

　現代では、こどもは大人から監護・教育される存在であって、大人の言うことを聞かなければならない存在
として理解されていることが多いですが、このことは、大人の意識や態度によって、こどもの権利侵害が容易
に発生しかねないことを意味します。
　『こどもが意見を表明できる権利』が当たり前のものとして保障されていくためには、法的な枠組みが変わ
るだけではなく、私たちの中にある『こどもに対する意識や見方』もまた、変わっていく必要があります。
　こども施策は社会全体で取り組んでいくことが必要です。こどもの権利を包括的に保障し、『こどもまんな
か社会』を目指して、こどもや若者に関する取組を進めていく『こども基本法』を、こどもや若者の皆さんは
もちろんのこと、幅広い世代の皆さんに知ってもらい、理解してもらうことが大切です。
　『こども基本法』は、まだできたばかりです。もっとたくさんの人に知ってもらい、こどもも大人も、みん
なが幸せな生活を送ることのできる『こどもまんなか社会』をつくっていきましょう。

※詳しくはこども家庭庁YouTubeをご覧ください。
ユー　チューブ

◀
こども家庭庁
YouTube

◀
ほっかいどう
親子のための
相談LINE

ライン

◇差別の禁止（差別の無いこと）
すべての子どもは、子ども自身や親の人種や国籍、性、意
見、障がい、経済状況などどんな理由でも差別されず、条
約の定めるすべての権利が保障されます。

◇子どもの最善の利益（子どもにとって最も良いこと）
子どもに関することが決められ、行われるときは、「その
子どもにとって最もよいことは何か」を第一に考えます。

◇生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できる
　こと）
すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分
に伸ばして成長できるよう、医療、教育、生活への支援な
どを受けることが保障されます。

◇子どもの意見の尊重（意見を表明し参加できること）
子どもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表す
ことができ、おとなはその意見を子どもの発達に応じて十
分に考慮します。
　（出典：（公財）日本ユニセフ協会「子どもの権利条約」
ウェブサイト）

https://youtu.be/ZNb80TAHeGc
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子どもの権利条約（児童の権利に関する条約） こども基本法について知ろう

『こども基本法』の６つの基本理念

ヤングケアラー
問い合わせ　こども家庭グループ　こども相談室（☎85６６７７）

　こどもたちの健全な成長を考えていくにあたり、
近年、家族などの世話や介護を行う『ヤングケア
ラー』と呼ばれるこどもたちが取り上げられるよ
うになりました。
　ヤングケアラーが担う家族の介護や世話は、
『お手伝い』の枠を超えて、家族にとっては欠か
すことのできない大切な役割となっています。実
際、ケアをすることで家族の役に立っている誇り
や自信を感じているこどももいます。
　しかし、こどもはそのために時間や労力を取ら
れることで、負担が長期間にわたると学習や発達、
生活とケアの両立そして進路選択などにも支障が
出ることが指摘されています。
　また、ヤングケアラー自身『こども』であるこ
とから、自分の悩みを外部の公的機関に相談する
ことが難しく、また、相談を受ける側の支援者が
持つヤングケアラーの認識も未だ発展途上である
ことから、結果的に、表面化がしにくい傾向も言
われています。
　ヤングケアラーへの支援の必要性についての認
識を高め、表面化しづらいヤングケアラーを発
見・把握し、必要な支援につなぐ仕組みを考えて
いくことが求められています。

　常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組・政策を我が国社会の真ん中に据える『こども
まんなか社会』を目指し、こども家庭庁が発足されました。
　今月号では、こうした社会を目指して、こどもや若者に関する取り組みを進めていくための基本事項を定め
た法律『こども基本法』について紹介します。

　これまで、『児童福祉法』『母子保健法』『児童虐待防止法』など、こどもに関わるさまざまな法律はあり
ましたが、こどもを権利の主体として位置づけ、その権利を保障する総合的な法律がありませんでした。
　しかし、虐待や貧困、ヤングケアラーなど、こどもを取り巻くさまざまな問題や、コロナ禍による行動制限
といった社会のめまぐるしい変化など、こどもを巡る環境の深刻化を抜本的に解決し、こどもの権利施策を幅
広く、整合性をもって実施するために、こどもの権利に関する国の基本方針、理念およびこどもの権利保障の
ための原理原則が定められる必要があります。
　そのため、憲法および国際法上認められるこどもの権利を、包括的に保障する法律が求められ、こども基本
法の成立に至りました。

どうして『こども基本法』がつくられたの？

　国は、こども基本法において、こども施策を総合的に推進するため、こども施策の基本的な方針（こども大
綱）を定めることとしました。
　都道府県や市町村は、この基本的な方針をもとに、こども施策についての計画（こども計画）を定めるよう
努めるものとされています。
　そして、国や都道府県、市町村は、こども施策を策定・実施・評価するにあたって、こども施策の対象とな
るこどもまたは、こどもを養育する者その他関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとされ
ました。
　こどもや若者の意見を聞きながら、国や都道府県、市区町村は、こども施策を進めていきます。

どんな取り組みをするの？

　この条約は、世界中すべての子どもたちが持つ権利を
定めた条約です。1989年11月20日、第44回国連総会にお
いて採択されました。
　この条約を守ることを約束した締約国・地域の数は
196。世界で最も広く受け入れられている人権条約です。
日本は1994年に批准しています。
　子どもの権利条約は、子ども（18歳未満の人）が権利
を持つ主体であることを明確に示しました。子どもが大
人と同じように、ひとりの人間としてもつ様々な権利を
認めるとともに、成長の過程にあって特別な保護や配慮
が必要な、子どもならではの権利も定めています。
　条約の採択は、世界中で、子どもたちの状況の改善に
つながってきました。
　条約の基本的な考え方は、次の４つの原則で表されま
す。それぞれ、条文に書かれている権利であるとともに、
あらゆる子どもの権利の実現を考えるときに合わせて考
えることが大切です。４つの原則は、「こども基本法」
にも取り入れられています。

登別市こども相談室
　　85６６７７　
　　child2@city.noboribetsu.lg.jp

北海道ヤングケアラー
相談サポートセンター（えべつケアラーズ）
　　0120-516-086
　　hokkaido.young.carer2022@gmail.com

ヤングケアラーの
主な相談窓口

　現代では、こどもは大人から監護・教育される存在であって、大人の言うことを聞かなければならない存在
として理解されていることが多いですが、このことは、大人の意識や態度によって、こどもの権利侵害が容易
に発生しかねないことを意味します。
　『こどもが意見を表明できる権利』が当たり前のものとして保障されていくためには、法的な枠組みが変わ
るだけではなく、私たちの中にある『こどもに対する意識や見方』もまた、変わっていく必要があります。
　こども施策は社会全体で取り組んでいくことが必要です。こどもの権利を包括的に保障し、『こどもまんな
か社会』を目指して、こどもや若者に関する取組を進めていく『こども基本法』を、こどもや若者の皆さんは
もちろんのこと、幅広い世代の皆さんに知ってもらい、理解してもらうことが大切です。
　『こども基本法』は、まだできたばかりです。もっとたくさんの人に知ってもらい、こどもも大人も、みん
なが幸せな生活を送ることのできる『こどもまんなか社会』をつくっていきましょう。

※詳しくはこども家庭庁YouTubeをご覧ください。
ユー　チューブ

◀
こども家庭庁
YouTube

◀
ほっかいどう
親子のための
相談LINE

ライン

◇差別の禁止（差別の無いこと）
すべての子どもは、子ども自身や親の人種や国籍、性、意
見、障がい、経済状況などどんな理由でも差別されず、条
約の定めるすべての権利が保障されます。

◇子どもの最善の利益（子どもにとって最も良いこと）
子どもに関することが決められ、行われるときは、「その
子どもにとって最もよいことは何か」を第一に考えます。

◇生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できる
　こと）
すべての子どもの命が守られ、もって生まれた能力を十分
に伸ばして成長できるよう、医療、教育、生活への支援な
どを受けることが保障されます。

◇子どもの意見の尊重（意見を表明し参加できること）
子どもは自分に関係のある事柄について自由に意見を表す
ことができ、おとなはその意見を子どもの発達に応じて十
分に考慮します。
　（出典：（公財）日本ユニセフ協会「子どもの権利条約」
ウェブサイト）

https://lin.ee/0LI95MT
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男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自
ら
の

意
志
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
男
女
が

均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
享
受
し

て
、
共
に
責
任
を
担
う
こ
と
が
で
き

る
社
会
が
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
性
別
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
が
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

○
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
防
止
法

　
　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、

被
害
者
へ
の
接
近
な
ど
、
こ
れ
ま

で
殴
る
蹴
る
と
い
っ
た
身
体
的
Ｄ

Ｖ
を
禁
止
す
る
保
護
命
令
の
対
象

被
害
を
拡
大
し
、
令
和
６
年
４
月

の
施
行
後
は
、
言
葉
や
態
度
で
相

手
を
追
い
詰
め
る
『
精
神
的
Ｄ

Ｖ
』
に
つ
い
て
も
、
保
護
命
令
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
保
護
命
令
の
期
間
の

延
長
や
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

○
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の

支
援
に
関
す
る
法
律

　
　
令
和
４
年
５
月
『
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す

る
法
律
』
（
困
難
女
性
支
援
法
）

が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
女
性
の
福
祉
増
進
や
民
間
団
体

と
の
協
働
、
人
権
の
擁
護
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
国
と
自
治
体
に
、

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
（※

）

へ
の
支
援
に
取
り
組
む
責
務
が
あ

る
こ
と
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、

包
括
的
な
援
助
に
当
た
る
『
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
設
置
を

都
道
府
県
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
貧
困
や
家
庭
内
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
に
直
面
す
る
女
性

の
自
立
に
向
け
て
、
公
的
支
援
を

強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
育
児
・
介
護
休
業
法

　
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
出
産
・
育

児
等
に
よ
る
労
働
者
の
離
職
を
防

ぎ
、
希
望
に
応
じ
て
男
女
と
も
に

仕
事
と
育
児
等
が
両
立
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休

業
法
の
改
正
が
３
段
階
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
１
段
階
目
と
２
段
階
目
に
お
い

て
は
全
企
業
が
対
象
で
す
が
、
令

和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

『
育
児
休
業
の
取
得
の
状
況
の
公

表
の
義
務
付
け
』
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
数
が
１
千
人
を
超
え
る
企

業
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
公
表
内
容
は
男
性
の
取

得
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
Ｇ
７
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
大
臣

　
会
合
の
開
催

　
　
令
和
５
年
６
月
、
国
内
で
初
め

て
栃
木
県
日
光
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
栃
木
県
・
日
光
男
女

共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣

会
合
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
女
性
・

女
児
に
与
え
た
影
響
や
女
性
の
経

済
的
自
立
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
今
後
の
取
組
方
針

を
示
す
『
日
光
声
明
』
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
同
声
明
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
や
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
、
全

て
の
女
性
、
女
児
、
性
的
少
数
者

の
人
権
と
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
努
力

を
続
け
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
』
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
』
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
』
な
ど
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
左
表
の
言
葉

の
頭
文
字
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）

の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
性
の
あ
り
方
を
受
け
入
れ
、

誰
も
が
平
等
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目

標
５
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う
』
の
達
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ジェンダー平等を実現しよう
・男女の違いにある不平等や差別をなくすこと。
・性別の違いに関わらず、多様な性のあり方を
　受け入れて誰もが平等に能力を発揮できるよ
　うにすること。

ＳＤＧｓ
目標５の
ポイント！

男
女
共
同

参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
国
際
的
動
向

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど

多
様
な
性
に
つ
い
て

問い合わせ　市民協働グループ（☎85２１３９）

支
援
の
仕
組
み
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

・ＤＶや性虐待など家族からの暴力
・性暴力、性的搾取
・離婚
・貧困、心身の疾患や障害、居場所の喪失、
　社会的孤立
・予期しない妊娠、中絶
・孤立した子育てなど

Ｇ　ゲイ   男性同性愛者

男女共同参画社会を目指して

～無くそう思い込み、守ろう個性　　
　　みんなでつくる、みんなの未来。～
～無くそう思い込み、守ろう個性　　
　　みんなでつくる、みんなの未来。～

　令和４年時点で、日本の平均寿命は女性87.09歳、男性81.05歳、まさに人生100年時代と言われる
今、結婚や家族構成の変化など人生が多様化している一方で、男女間の賃金格差や働き方等の慣行、
性別による無意識の思い込み、さまざまな政策や制度等の現実とのギャップも指摘されています。
誰もが自分らしく、生きがいを感じて生きていく社会を実現するために『男女共同参画社会』につ
いて考えてみましょう。

（※）困難な問題を抱える女性の例

〈ＤＶ防止法〉主な改正内容
●保護命令期間
　６カ月　→　１年
●違反した場合の罰則
　１年以下の懲役　→　２年以下の懲役
　または
　１００万円以下の罰金　→　２００万円以下の罰金

Ｌ　レズビアン  女性同性愛者

Ｌ・Ｇ・Ｂ・Ｔ・Ｑ
以外の方

Ｂ　バイセクシャル 両性愛者
さまざまな性別不合、性別
違和がある方Ｔ　トランスジェンダー

性的指向や性自認が分から
ない、決めない方Ｑ　クエスチョニング

＋　プラス

◎育児・介護休業法の主な改正内容
施行日 制度 内容

【１段階目】
令和４年
４月１日

雇用環境整備および
個別周知・意向確認
の措置の義務化

本人または配偶者の妊娠・出
産の申し出をした労働者に対
して、事業主は制度の周知お
よび休業の取得意向の確認を
個別に行わなければならない

有期雇用労働者の育
児・介護休業取得要
件緩和

『事業主に引き続き雇用され
た期間が１年以上である者』
であることという取得要件を
廃止

【２段階目】
令和４年

産後パパ育休
（出生時育児休業）
の創設

子の出生後８週間以内に４週
間まで取得可能

育児休業の分割取得 分割して２回まで取得が可能
※取得の際にそれぞれ申し出。

【３段階目】
令和５年
４月１日

育児休業等の取得状
況の公表の義務化

従業員数1,000人超の企業
は、男性の育児休業等の取得
の状況を年１回公表すること
を義務付け
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後
は
、
言
葉
や
態
度
で
相

手
を
追
い
詰
め
る
『
精
神
的
Ｄ

Ｖ
』
に
つ
い
て
も
、
保
護
命
令
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
保
護
命
令
の
期
間
の

延
長
や
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

○
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の

支
援
に
関
す
る
法
律

　
　
令
和
４
年
５
月
『
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す

る
法
律
』
（
困
難
女
性
支
援
法
）

が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
女
性
の
福
祉
増
進
や
民
間
団
体

と
の
協
働
、
人
権
の
擁
護
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
国
と
自
治
体
に
、

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
（※

）

へ
の
支
援
に
取
り
組
む
責
務
が
あ

る
こ
と
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、

包
括
的
な
援
助
に
当
た
る
『
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
設
置
を

都
道
府
県
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
貧
困
や
家
庭
内
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
に
直
面
す
る
女
性

の
自
立
に
向
け
て
、
公
的
支
援
を

強
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
育
児
・
介
護
休
業
法

　
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
出
産
・
育

児
等
に
よ
る
労
働
者
の
離
職
を
防

ぎ
、
希
望
に
応
じ
て
男
女
と
も
に

仕
事
と
育
児
等
が
両
立
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休

業
法
の
改
正
が
３
段
階
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
１
段
階
目
と
２
段
階
目
に
お
い

て
は
全
企
業
が
対
象
で
す
が
、
令

和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

『
育
児
休
業
の
取
得
の
状
況
の
公

表
の
義
務
付
け
』
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
数
が
１
千
人
を
超
え
る
企

業
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
公
表
内
容
は
男
性
の
取

得
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
Ｇ
７
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
大
臣

　
会
合
の
開
催

　
　
令
和
５
年
６
月
、
国
内
で
初
め

て
栃
木
県
日
光
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
栃
木
県
・
日
光
男
女

共
同
参
画
・
女
性
活
躍
担
当
大
臣

会
合
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
女
性
・

女
児
に
与
え
た
影
響
や
女
性
の
経

済
的
自
立
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
今
後
の
取
組
方
針

を
示
す
『
日
光
声
明
』
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
同
声
明
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
や
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
、
全

て
の
女
性
、
女
児
、
性
的
少
数
者

の
人
権
と
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
努
力

を
続
け
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
』
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
』
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
』
な
ど
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
左
表
の
言
葉

の
頭
文
字
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）

の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
性
の
あ
り
方
を
受
け
入
れ
、

誰
も
が
平
等
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目

標
５
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

よ
う
』
の
達
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ジェンダー平等を実現しよう
・男女の違いにある不平等や差別をなくすこと。
・性別の違いに関わらず、多様な性のあり方を
　受け入れて誰もが平等に能力を発揮できるよ
　うにすること。

ＳＤＧｓ
目標５の
ポイント！

男
女
共
同

参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
国
際
的
動
向

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど

多
様
な
性
に
つ
い
て

問い合わせ　市民協働グループ（☎85２１３９）

支
援
の
仕
組
み
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

・ＤＶや性虐待など家族からの暴力
・性暴力、性的搾取
・離婚
・貧困、心身の疾患や障害、居場所の喪失、
　社会的孤立
・予期しない妊娠、中絶
・孤立した子育てなど

Ｇ　ゲイ   男性同性愛者

男女共同参画社会を目指して

～無くそう思い込み、守ろう個性　　
　　みんなでつくる、みんなの未来。～
～無くそう思い込み、守ろう個性　　
　　みんなでつくる、みんなの未来。～

　令和４年時点で、日本の平均寿命は女性87.09歳、男性81.05歳、まさに人生100年時代と言われる
今、結婚や家族構成の変化など人生が多様化している一方で、男女間の賃金格差や働き方等の慣行、
性別による無意識の思い込み、さまざまな政策や制度等の現実とのギャップも指摘されています。
誰もが自分らしく、生きがいを感じて生きていく社会を実現するために『男女共同参画社会』につ
いて考えてみましょう。

（※）困難な問題を抱える女性の例

〈ＤＶ防止法〉主な改正内容
●保護命令期間
　６カ月　→　１年
●違反した場合の罰則
　１年以下の懲役　→　２年以下の懲役
　または
　１００万円以下の罰金　→　２００万円以下の罰金

Ｌ　レズビアン  女性同性愛者

Ｌ・Ｇ・Ｂ・Ｔ・Ｑ
以外の方

Ｂ　バイセクシャル 両性愛者
さまざまな性別不合、性別
違和がある方Ｔ　トランスジェンダー

性的指向や性自認が分から
ない、決めない方Ｑ　クエスチョニング

＋　プラス

◎育児・介護休業法の主な改正内容
施行日 制度 内容

【１段階目】
令和４年
４月１日

雇用環境整備および
個別周知・意向確認
の措置の義務化

本人または配偶者の妊娠・出
産の申し出をした労働者に対
して、事業主は制度の周知お
よび休業の取得意向の確認を
個別に行わなければならない

有期雇用労働者の育
児・介護休業取得要
件緩和

『事業主に引き続き雇用され
た期間が１年以上である者』
であることという取得要件を
廃止

【２段階目】
令和４年

産後パパ育休
（出生時育児休業）
の創設

子の出生後８週間以内に４週
間まで取得可能

育児休業の分割取得 分割して２回まで取得が可能
※取得の際にそれぞれ申し出。

【３段階目】
令和５年
４月１日

育児休業等の取得状
況の公表の義務化

従業員数1,000人超の企業
は、男性の育児休業等の取得
の状況を年１回公表すること
を義務付け



収入済額
収入率

歳入

歳出
支出済額
執行率
歳入
歳出
差引

予算現額
（９月30日現在）

前年度からの繰越額
補正額
当初予算額

会計名 一般会計
特別会計

合計国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉
スキー場事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

2,438,000万円
83,129万円
43,153万円

2,564,283万円

1,136,346万円
44.3%

945,539万円
36.9%

2,474,796万円
2,396,375万円
78,420万円

517,090万円
806万円
0円

517,896万円

230,589万円
44.5%

203,983万円
39.4%

540,017万円
499,104万円
40,913万円

36,220万円
0円
0円

36,220万円

8,482万円
23.4%

16,109万円
44.5%

33,847万円
33,847万円

0円

391,730万円
4,793万円

0円

396,523万円

167,408万円
42.2%

158,551万円
40.0%

397,388万円
385,836万円
11,553万円

12,100万円
0円
0円

12,100万円

0円
0.0%

1,204万円
10.0%

11,255万円
11,255万円

0円

90,770万円
0円
0円

90,770万円

29,077万円
32.0%

28,559万円
31.5%

86,415万円
86,346万円
69万円

3,485,910万円
88,728万円
43,153万円

3,617,792万円

1,571,902万円
43.4%

1,353,945万円
37.4%

3,543,718万円
3,412,763万円
130,955万円

　令和５年度各会計予算は、令和５年第１回登別市議会定例会で当初
予算が議決され、その後９月30日までに一般会計を４回、国民健康保
険特別会計を１回、介護保険特別会計を１回、歳入歳出予算の補正を
行っています。
　今月号では、令和５年度予算の９月30日現在における収入と支出の
概況、市民の税負担の状況、市債残高の状況などをお知らせします。

令和５年度各会計予算の執行状況
※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない箇所があります。

問い合わせ
財政グループ
（☎85１３３１）

一時借入金の状況
９月30日現在、借り入れはありません。

財政状況
令和５年９月末の

をお知らせします
財政
公表

市民一人当たりが負担する市税

市民一人当たりに使われるお金

市民一人当たりの借金の残高

※それぞれ市税収入予算額、一般
　会計予算現額（前年度からの繰
　越額を含む）、一般会計市債残
　高を人口で割った金額です。

市民一人当たりに換算

市の財産の状況市債残高の状況

12万718円

57万5,416円

45万2,065円

会計名 残高 区分 面積・金額

一般会計 土地

建物

基金（貯金）

債権など

学校給食事業
特別会計

合計

201億4,580万円 694.8万平方㍍

26.4万平方㍍

64億6,995万円

4億7,865万円

5,760万円

202億340万円

人口（令和５年９月末日現在）
４万4,564人

令和４年度
決算額

8令和５年９月末の財政状況をお知らせします 2023.11月号9 登別市民憲章啓発標語コンクール　金賞・優秀賞作品 2023.11月号

登別市民憲章啓発
標語コンクール
金賞・優秀賞作品
　登別市民憲章推進協議会は啓発活動
の一環として、市内全８小学校の４年
生を対象に標語を募集しました。
　テーマは市民憲章５項目のうち次の
３項目です。
『親切をつくし　きまりを守って　明
るく住みよいまちをつくりましょう』
『自然を愛し　力をあわせて　緑と空
気と太陽のいっぱいある　きれいなま
ちをつくりましょう』
『未来をつくる青少年の　健全な夢の
育つまちをつくりましょう』

登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
　（市民協働グループ内・☎57１０７９）

金 

賞
金 

賞

（
敬
称
略
）

８
作
品

希
望
も
ち

　
大
き
な
ゆ
め
に
　
立
ち
向
か
う

幌
別
小
学
校

田
渕

　
　頼

た

　ぶ
ち

　
　
　
　
　
　ら
い

作
ろ
う
よ

　
し
ぜ
ん
ゆ
た
か
な
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

渡
辺

　優
陽

わ
た

　な
べ

　
　
　
　ゆう

　ひ

の
ぼ
り
べ
つ

　
ス
テ
キ
な
夢
の
　
育
つ
街 

幌
別
東
小
学
校

石
川

　蓮
斗

い
し  

か
わ

　

       

れ
ん   

と

何
事
も
　
し
っ
ぱ
い
お
そ
れ
ず

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

青
葉
小
学
校

佐
藤

　風
華

さ   

と
う

　

      

ふ
う   

か

楽
し
み
だ

　
か
が
や
く
未
来
　
登
別

鷲
別
小
学
校

吉
舌

　頼
斗

よ
し  

し
た

　

       

ら
い   

と

す
て
き
だ
ね

　
お
に
も
よ
ろ
こ
ぶ
　
温
か
い
町

若
草
小
学
校

川
向

　慶
太

か
わ 

む
か
い

　

     

け
い   

た

思
い
や
り

　
や
さ
し
い
こ
こ
ろ
　
の
ぼ
り
べ
つ
富
岸
小
学
校

矢
元

　颯
太

や   

も
と

　

       

そ
う    

た

登
別

　
自
然
ゆ
た
か
な
　
ま
ち
づ
く
り

登
別
小
学
校

森
園

　凜
々

も
り  

ぞ
の

　

        

り     

り

優 

秀 

賞

優 

秀 

賞

（
敬
称
略
）
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作
品

未
来
へ
と

　
希
望
を
も
って
　
つ
づ
く
道

幌
別
小
学
校

上
原

　悠
生

登
別

　
や
さ
し
い
自
然
　
思
い
や
り

鷲
別
小
学
校

菅
原

　渚
颯

伸
び
る
市
の

  

未
来
あ
ら
わ
す
　
の
の
マ
ー
ク

鷲
別
小
学
校

笹
原

　碧
羽

の
ぼ
り
べつ

　
力
を
合
わ
せ
て
　
ゆ
め
の
町

若
草
小
学
校

髙
木

　未
來

未
来
に
ね

　
向
か
って
進
め
　
登
別

富
岸
小
学
校

川
村

　琉
偉

よ
く
学
び
　
や
さ
し
い
気
持
ち
で

　
過
ご
し
ま
し
ょ
う

富
岸
小
学
校

福
島

　千
紗

美
し
い

　
し
ぜ
ん
ゆ
た
か
な
　
登
別

富
岸
小
学
校

小
林

　
　巧

元
気
よ
く

　
楽
し
く
学
ぼ
う
　
登
別

登
別
小
学
校

髙
島

　魁
人

未
来
へ
と

　
希
望
を
もって  

生
き
て
い
こ
う

鷲
別
小
学
校

小
原

　結
衣

や
って
み
よ
う

　
知
ら
な
い
人
に
も
　
思
い
や
り

幌
別
小
学
校

野
口

　侑
愛

助
け
合
い

　
緑
いっ
ぱ
い
　
良
い
ま
ち
に

幌
別
小
学
校

福
澤

　啓
真

未
来
ま
で

　
夢
を
は
こ
ぼ
う
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

工
藤

　希
生

夢
育
つ

　
未
来
輝
く
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

石
谷

　莉
楽

作
ろ
う
よ

　
未
来
あ
ふ
れ
る
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

小
野

　楓
花

親
切
な

　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
　
登
別

幌
別
東
小
学
校

本
間

　
　力

考
え
て

　
自
分
の
未
来
　
お
そ
れ
ず
に

青
葉
小
学
校

伊
藤

　瑞
姫

親
切
に

　
助
け
合
って
　
い
い
気
持
ち

青
葉
小
学
校

梅
津

　柚
徠

あ
り
が
と
う

　
な
か
よ
く
な
れ
る
　
お
ま
じ
な
い

青
葉
小
学
校

今
井

　綾
汰

う
え 

は
ら

　

      

は
る   

き

た
か 

し
ま

　

     

か
い   

と

う
め   

つ

　

        

ゆ    

ら

の   

ぐ
ち

　

       

ゆ    

な

ふ
く 

ざ
わ

　

      

け
い 

し
ん

く   

ど
う

　

      

の
ぞ   

み

い
し   

や

　

         

り   

ら

お    

の

　

       

ふ
う  

か

ほ
ん   

ま

　

               

り
き

い   

と
う

　

      

み
ず  

き

い
ま  

い

　

      

り
ょ
う 

た

す
が 

わ
ら

　

      

な
ぎ   

さ

お  

ば
ら

　

        

ゆ    

い

さ
さ 

は
ら

　

     

あ
お  

ば

た
か   

ぎ

　

        

み   

ら
い

か
わ  

む
ら

　

       

る    

い

ふ
く 

し
ま

　

       

ち    

さ

 

こ
ば
や
し

　

          

た
く
み

問い合わせ



9 登別市民憲章啓発標語コンクール　金賞・優秀賞作品 2023.11月号

登別市民憲章啓発
標語コンクール
金賞・優秀賞作品
　登別市民憲章推進協議会は啓発活動
の一環として、市内全８小学校の４年
生を対象に標語を募集しました。
　テーマは市民憲章５項目のうち次の
３項目です。
『親切をつくし　きまりを守って　明
るく住みよいまちをつくりましょう』
『自然を愛し　力をあわせて　緑と空
気と太陽のいっぱいある　きれいなま
ちをつくりましょう』
『未来をつくる青少年の　健全な夢の
育つまちをつくりましょう』

登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
　（市民協働グループ内・☎57１０７９）

金 

賞
金 

賞

（
敬
称
略
）

８
作
品

希
望
も
ち

　
大
き
な
ゆ
め
に
　
立
ち
向
か
う

幌
別
小
学
校

田
渕

　
　頼

た

　ぶ
ち

　
　
　
　
　
　ら
い

作
ろ
う
よ

　
し
ぜ
ん
ゆ
た
か
な
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

渡
辺

　優
陽

わ
た

　な
べ

　
　
　
　ゆう

　ひ

の
ぼ
り
べ
つ

　
ス
テ
キ
な
夢
の
　
育
つ
街 

幌
別
東
小
学
校

石
川

　蓮
斗

い
し  

か
わ

　

       

れ
ん   

と

何
事
も
　
し
っ
ぱ
い
お
そ
れ
ず

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

青
葉
小
学
校

佐
藤

　風
華

さ   

と
う

　

      

ふ
う   

か

楽
し
み
だ

　
か
が
や
く
未
来
　
登
別

鷲
別
小
学
校

吉
舌

　頼
斗

よ
し  

し
た

　

       

ら
い   

と

す
て
き
だ
ね

　
お
に
も
よ
ろ
こ
ぶ
　
温
か
い
町

若
草
小
学
校

川
向

　慶
太

か
わ 

む
か
い

　

     

け
い   

た

思
い
や
り

　
や
さ
し
い
こ
こ
ろ
　
の
ぼ
り
べ
つ
富
岸
小
学
校

矢
元

　颯
太

や   

も
と

　

       

そ
う    

た

登
別

　
自
然
ゆ
た
か
な
　
ま
ち
づ
く
り

登
別
小
学
校

森
園

　凜
々

も
り  

ぞ
の

　

        

り     

り

優 

秀 

賞

優 

秀 

賞

（
敬
称
略
）

18
作
品

未
来
へ
と

　
希
望
を
も
って
　
つ
づ
く
道

幌
別
小
学
校

上
原

　悠
生

登
別

　
や
さ
し
い
自
然
　
思
い
や
り

鷲
別
小
学
校

菅
原

　渚
颯

伸
び
る
市
の

  

未
来
あ
ら
わ
す
　
の
の
マ
ー
ク

鷲
別
小
学
校

笹
原

　碧
羽

の
ぼ
り
べつ

　
力
を
合
わ
せ
て
　
ゆ
め
の
町

若
草
小
学
校

髙
木

　未
來

未
来
に
ね

　
向
か
って
進
め
　
登
別

富
岸
小
学
校

川
村

　琉
偉

よ
く
学
び
　
や
さ
し
い
気
持
ち
で

　
過
ご
し
ま
し
ょ
う

富
岸
小
学
校

福
島

　千
紗

美
し
い

　
し
ぜ
ん
ゆ
た
か
な
　
登
別

富
岸
小
学
校

小
林

　
　巧

元
気
よ
く

　
楽
し
く
学
ぼ
う
　
登
別

登
別
小
学
校

髙
島

　魁
人

未
来
へ
と

　
希
望
を
もって  

生
き
て
い
こ
う

鷲
別
小
学
校

小
原

　結
衣

や
って
み
よ
う

　
知
ら
な
い
人
に
も
　
思
い
や
り

幌
別
小
学
校

野
口

　侑
愛

助
け
合
い

　
緑
いっ
ぱ
い
　
良
い
ま
ち
に

幌
別
小
学
校

福
澤

　啓
真

未
来
ま
で

　
夢
を
は
こ
ぼ
う
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

工
藤

　希
生

夢
育
つ

　
未
来
輝
く
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

石
谷

　莉
楽

作
ろ
う
よ

　
未
来
あ
ふ
れ
る
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

小
野

　楓
花

親
切
な

　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
　
登
別

幌
別
東
小
学
校

本
間

　
　力

考
え
て

　
自
分
の
未
来
　
お
そ
れ
ず
に

青
葉
小
学
校

伊
藤

　瑞
姫

親
切
に

　
助
け
合
って
　
い
い
気
持
ち

青
葉
小
学
校

梅
津

　柚
徠

あ
り
が
と
う

　
な
か
よ
く
な
れ
る
　
お
ま
じ
な
い

青
葉
小
学
校

今
井

　綾
汰

う
え 

は
ら

　

      

は
る   

き

た
か 

し
ま

　

     

か
い   

と

う
め   

つ

　

        

ゆ    

ら

の   

ぐ
ち

　

       

ゆ    

な

ふ
く 

ざ
わ

　

      

け
い 

し
ん

く   

ど
う

　

      

の
ぞ   

み

い
し   

や

　

         

り   

ら

お    

の

　

       

ふ
う  

か

ほ
ん   

ま

　

               

り
き

い   

と
う

　

      

み
ず  
き

い
ま  

い

　

      

り
ょ
う 

た

す
が 

わ
ら

　

      

な
ぎ   

さ

お  

ば
ら

　

        

ゆ    

い

さ
さ 

は
ら

　

     

あ
お  

ば

た
か   

ぎ

　

        

み   

ら
い

か
わ  

む
ら

　

       

る    

い

ふ
く 

し
ま

　

       

ち    

さ

 

こ
ば
や
し

　

          

た
く
み

問い合わせ



102023. 11月号

日本工学院
北海道専門学校

　日本工学院北海道専門学校は、昭和57年４月に
開校されて以来、専門的な知識と技術を学んだ学
生たちを多く輩出してきました。
　登別市と包括連携協定を結び、人材育成や産業
の発展などに連携して取り組んでいる本校の魅力
を再確認してみませんか。

　資料請求については、本校のウェブ
サイトをご覧ください。

　最先端のＩＴ技術とマネジメ
ントを兼ね備えたスペシャリス
トを目指します

問い合わせ
日本工学院北海道専門学校(☎88０８８８）

学生の興味を未来につなげる幅広い学科

ＩＴスペシャリスト科 ４年制

　最先端のＩＴ技術を学び、就
職や大学編入を目指します

情報処理科 ２年制

　感性と技術を磨き、ゲームや
アニメ、イラストなどの専門分
野のプロを養成します

ＣＧデザイナー科 ２年制

　医療・秘書・ＩＴを総合的に
学び、高い実務能力をもつ医療
事務の専門家を養成します

医療事務科 ２年制

　おもてなしの心を身に付け、
ホテル・観光に関わるスペシャ
リストを目指します

ホテル科 ２年制

　長年培ってきた公務員試験の
ノウハウが凝縮された授業で、
公務員を目指します

公務員１年制学科
公務員２年制学科

　最先端技術を導入した教育環
境で、建設・設計・施工の専門
家を養成します

建築学科 ２年制

　多彩な実験や実習で幅広い知
識を吸収し、快適な暮らしを支
える電気技術者を目指します

電気工学科 ２年制

　高度な技術と国家資格を手に
入れ、即戦力となる自動車整備
士を目指します

自動車整備科 ２年制

日本工学院北海道専門学校

　
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
11
月
下

旬
に
調
査
票
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　
10
月
に
実
施
し
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
し
た
世
帯
の

中
か
ら
抽
出
し
た
世
帯

　
　
建
築
住
宅
Ｇ
（
☎
85
４
３
９
９
）

調
理
実
習
で
活
用
す
る
登
別

産
一
次
産
品
に
補
助
し
ま
す

　
市
は
、
登
別
牛
、
の
ぼ
り
べ
つ
豚
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
の

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

日
時
　
11
月
２
日
㈭
10
時
ご
ろ

　
　
　
11
月
15
日
㈬
11
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
（
☎
85
０
１
９
３
）

　
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

①
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
３
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

６
期
）

③
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
）

④
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
５
期
）

納
期
限
　
11
月
30
日
㈭

※

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
を
利
用
の
場
合
、

領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
①…

税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

②…

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
１

７
７
１
）
③…

高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
85
５
７
２
０
）
④…

年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
２
１
３
７
）

税
に
関
す
る
作
品
展

日
時
　
11
月
13
日
㈪
〜
16
日
㈭
９
時

〜
17
時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
階

内
容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

る
標
語
』
な
ど
の
展
示

　
　
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
支
援
し
て
い
ま
す

　
事
業
所
や
少
人
数
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
場
、
自
宅
な
ど
へ
の
出
張
申
請

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
者
が
１
人
で
も
出
張
し
ま
す

の
で
、
市
役
所
へ
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
出
張
希
望
日
の
７
日
前

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
電
話
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎

85
１
８
５
５)

※

初
め
て
カ
ー
ド
の
申
請
を
希
望
す

る
方
が
対
象
で
す
。

※

出
張
可
能
時
間
は

　
平
日
９
時
か
ら

　
17
時
30
分
で
す
。

※

手
続
き
は
１
人
約
10
分
で
す
。

違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
『
エ
ア
コ
ン
』
『
テ
レ
ビ
』
『
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
』
『
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
』
を
排
出
す
る
場
合
、
購
入

し
た
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

か
、
指
定
引
取
場
所
に
持
っ
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
中
を
大
音
響

で
巡
回
す
る
、
あ
る
い
は
空
き
地
で

回
収
す
る
な
ど
の
違
法
な
不
用
品
回

収
業
者
を
利
用
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
２
９
５
８
）

住
生
活
総
合
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
12
月
１
日
㈮
、
全
国
で
『
住
生
活

総
合
調
査
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

問

問問

問

問

登
別
産
エ
ゾ
シ
カ
肉
、
の
ぼ
り
べ
つ

牛
乳
、
登
別
チ
ー
ズ
、
魚
介
類
を
市

内
サ
ー
ク
ル
や
学
習
で
行
わ
れ
る
調

理
実
習
に
お
い
て
活
用
す
る
場
合
に
、

食
材
を
提
供
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
宅
で
開
催
さ
れ
る
調

理
実
習
に
は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※

時
期
に
よ
っ
て
獲
れ
る
魚
介
類
が

異
な
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
水
産
Ｇ
（
☎
85
２
３
２
１
）

問

　西胆振地域の３消防本部（※）では、
整備費や維持管理費の負担軽減などを
目的に、119番通報の受け付けや消防車
両などへの出動指令を行う消防通信指
令業務の共同運用を、令和８年２月の
運用開始に向けて現在準備を進めています。
　共同指令センターは室蘭市消防総合庁舎内に設置しますが、本市で
119番通報がされた場合には、これまでと同じく本市の消防車や救急
車が出動します。
（※）登別市消防本部・室蘭市消防本部・西胆振行政事務組合消防本部

　令和３年度から新消防庁舎の建設事業を進めています。現在は建物
の建設工事を行っており、令和５年度中に完成の予定です。
　今後は、令和６年度に外構工事を行い、令和７年４月の供用開始を
予定しています。
建設場所　富岸町１丁目９－８
主要施設　１階　車庫・大会議室・ホース乾燥室、
　　　　　２階　仮眠室（女性専用エリア含む）、３階　事務室
建物概要　鉄筋コンクリート造地上３階建て（一部５階建て）　
　　　　　延べ面積2,804.37㎡

消防本部からのお知らせ

▲共同指令センターのイメージ

問い合わせ　消防本部総務グループ（☎85９６１１）

消防通信指令業務の共同運用について

新消防庁舎の進捗について

くらしのガイド

11 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ 2023.11月号

※内容については、10月16日現在の情報を掲載しています。
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
と

住
ま
い

https://form.e-v-o.jp/media/nkhs


　
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
11
月
下

旬
に
調
査
票
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
　
10
月
に
実
施
し
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
し
た
世
帯
の

中
か
ら
抽
出
し
た
世
帯

　
　
建
築
住
宅
Ｇ
（
☎
85
４
３
９
９
）

調
理
実
習
で
活
用
す
る
登
別

産
一
次
産
品
に
補
助
し
ま
す

　
市
は
、
登
別
牛
、
の
ぼ
り
べ
つ
豚
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
の

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

日
時
　
11
月
２
日
㈭
10
時
ご
ろ

　
　
　
11
月
15
日
㈬
11
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

聞
き
逃
し
確
認
（
☎
85
０
１
９
３
）

　
　
総
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
３
０
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

①
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
３
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

６
期
）

③
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
）

④
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
５
期
）

納
期
限
　
11
月
30
日
㈭

※

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
を
利
用
の
場
合
、

領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
①…

税
務
Ｇ
（
☎
85
１
１
５
５
）

②…

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
１

７
７
１
）
③…

高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
85
５
７
２
０
）
④…

年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
２
１
３
７
）

税
に
関
す
る
作
品
展

日
時
　
11
月
13
日
㈪
〜
16
日
㈭
９
時

〜
17
時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
階

内
容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

る
標
語
』
な
ど
の
展
示

　
　
室
蘭
税
務
署
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
支
援
し
て
い
ま
す

　
事
業
所
や
少
人
数
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
場
、
自
宅
な
ど
へ
の
出
張
申
請

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
者
が
１
人
で
も
出
張
し
ま
す

の
で
、
市
役
所
へ
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
出
張
希
望
日
の
７
日
前

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
電
話
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎

85
１
８
５
５)

※

初
め
て
カ
ー
ド
の
申
請
を
希
望
す

る
方
が
対
象
で
す
。

※

出
張
可
能
時
間
は

　
平
日
９
時
か
ら

　
17
時
30
分
で
す
。

※

手
続
き
は
１
人
約
10
分
で
す
。

違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
『
エ
ア
コ
ン
』
『
テ
レ
ビ
』
『
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
』
『
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
』
を
排
出
す
る
場
合
、
購
入

し
た
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

か
、
指
定
引
取
場
所
に
持
っ
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
中
を
大
音
響

で
巡
回
す
る
、
あ
る
い
は
空
き
地
で

回
収
す
る
な
ど
の
違
法
な
不
用
品
回

収
業
者
を
利
用
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
２
９
５
８
）

住
生
活
総
合
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
12
月
１
日
㈮
、
全
国
で
『
住
生
活

総
合
調
査
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

問

問問

問

問

登
別
産
エ
ゾ
シ
カ
肉
、
の
ぼ
り
べ
つ

牛
乳
、
登
別
チ
ー
ズ
、
魚
介
類
を
市

内
サ
ー
ク
ル
や
学
習
で
行
わ
れ
る
調

理
実
習
に
お
い
て
活
用
す
る
場
合
に
、

食
材
を
提
供
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
宅
で
開
催
さ
れ
る
調

理
実
習
に
は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※

時
期
に
よ
っ
て
獲
れ
る
魚
介
類
が

異
な
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
農
林
水
産
Ｇ
（
☎
85
２
３
２
１
）

問

　西胆振地域の３消防本部（※）では、
整備費や維持管理費の負担軽減などを
目的に、119番通報の受け付けや消防車
両などへの出動指令を行う消防通信指
令業務の共同運用を、令和８年２月の
運用開始に向けて現在準備を進めています。
　共同指令センターは室蘭市消防総合庁舎内に設置しますが、本市で
119番通報がされた場合には、これまでと同じく本市の消防車や救急
車が出動します。
（※）登別市消防本部・室蘭市消防本部・西胆振行政事務組合消防本部

　令和３年度から新消防庁舎の建設事業を進めています。現在は建物
の建設工事を行っており、令和５年度中に完成の予定です。
　今後は、令和６年度に外構工事を行い、令和７年４月の供用開始を
予定しています。
建設場所　富岸町１丁目９－８
主要施設　１階　車庫・大会議室・ホース乾燥室、
　　　　　２階　仮眠室（女性専用エリア含む）、３階　事務室
建物概要　鉄筋コンクリート造地上３階建て（一部５階建て）　
　　　　　延べ面積2,804.37㎡

消防本部からのお知らせ

▲共同指令センターのイメージ

問い合わせ　消防本部総務グループ（☎85９６１１）

消防通信指令業務の共同運用について

新消防庁舎の進捗について

くらしのガイド
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※内容については、10月16日現在の情報を掲載しています。
イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
なっている場合がありますので、ご注意ください。

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
と

住
ま
い

https://logoform.jp/f/7O01T
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2020052200027/
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/2023031700013/


国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
と
市
・
道
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
『
領
収
書
』

ま
た
は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す

る
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
』
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期
に
つ
い
て

は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
室
蘭
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

相
続
登
記
申
請
手
続
の

説
明
会

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
を
検
討

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　11
月
21
日
㈫

　
　
　
第
１
回
　
10
時
〜
11
時

　
　
　
第
２
回
　
15
時
〜
16
時

場
所
　
室
蘭
地
方
合
同
庁
舎
５
階

（
室
蘭
市
入
江
町
１
―
13
）

定
員
　各
回
10
組
（
１
組
２
人
ま
で
）

※

完
全
予
約
制
。

　
　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局

　
（
☎
㉒
５
１
１
１
・
音
声
案
内
ガ

イ
ダ
ン
ス
番
号
『
３
』
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

日
時
　11
月
22
日
㈬
13
時
30
分
〜
15

時
場
所
　室
蘭
保
健
所
２
階

対
象
　
ひ
き
こ
も
り
問
題
を
抱
え
る

家
族

申
し
込
み
　
初
め
て
参
加
す
る
方
は

事
前
に
電
話
で
室
蘭
保
健
所
健
康

推
進
課
健
康
支
援
係

（
☎
㉔
９
８
４
６
）

凍
結
防
止
剤
等
の

散
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
坂
道
や
歩
道

な
ど
に
、
凍
結
防
止
剤
・
砂
の
散
布

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
町
内
会
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
散
布
に
必
要
な
材
料
や
道

具
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

申
し
込
み
　町
内
会
ご
と
で
11
月
15

日
㈬
ま
で
に
土
木
・
公
園
Ｇ

（
☎
85
３
２
６
０
）

入
会
説
明
会

〜
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

日
時
　①
11
月
９
日
㈭
９
時
30
分

　
　
　
②
11
月
22
日
㈬
９
時
30
分

場
所
　
①
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
（
千
歳
町
４
丁
目

５
―
90
ラ
ポ
ー
ル
西
尾
１
階
）

　
②
鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
88
０
８
８
０
）

食
の
安
全
安
心
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　11
月
20
日
㈪
10
時
〜
13
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
乳
製
品
な
ど
を
使
っ
た
調
理

定
員
　
20
人

参
加
料
　
700
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み
　
11
月
８
日
㈬
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）

問

問

問

募
集
や

試
験
な
ど

人権擁護委員を紹介します
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護
にかかわる活動を行っている『あなたの街の相談パート
ナー』です。家庭内や隣近所でのトラブルなど、日常生
活におけるさまざまな問題の相談を受け付けます。
　相談は無料です。また、秘密は厳守します。

収集の申し込み　(有)登和清掃（☎88０２００）

その他の問い合わせ　環境対策グループ（☎85２９５８）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

12月４日㈪
～12月９日㈯

12月11日㈪
～12月16日㈯

12月18日㈪
～12月23日㈯

11月20日㈪
～12月１日㈮

11月27日㈪
～12月８日㈮

12月４日㈪
～12月15日㈮

地　区 収集期間 申込期間

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚240円）』  
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

12月の粗大ごみ収集

新生町３・４丁目

鷲別町１～３丁目

新生町１・２丁目

問い合わせ　市民協働グループ（☎85２１３９）

▼人権擁護委員
氏　名 住　所

渋
し ぶ や

谷　隆
りゅうほう

芳 登別温泉町

畠
はたけやま

山　基
も と こ

子 登別本町

白
し ら と

戸　邦
くにあき

昭 若草町

中
なかにし

西　広
ひろみつ

満 若草町

三
み さ わ

澤　由
ゆ い こ

比子 若山町

中
なかやま

山　重
し げ お

夫 美園町

石
いしやま

山　正
ま さ し

志 柏木町

小
お ざ わ

澤　範
の り お

男 富岸町

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

『
問
』

12くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ  2023.11月号



自
衛
官
募
集

◎
第
４
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
11
月
９
日
㈭

試
験
日
　
11
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪
の

い
ず
れ
か
１
日

◎
第
５
回
自
衛
官
候
補
生

対
象
　
18
歳
〜
32
歳
の
方

申
込
期
限
　
12
月
８
日
㈮

試
験
日
　
12
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
の

い
ず
れ
か
１
日

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

対
象
　
15
歳
・
16
歳
の
男
子

申
込
期
限
　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

一
次
試
験
日
　
令
和
６
年
１
月
13
日

㈯

※

各
種
説
明
や
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室

蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44
９
５
３
３
）

高
校
生
就
職
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
座
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
講
座
）

　
エ
ゴ
グ
ラ
ム
や
職
業
興
味
テ
ス
ト
、

自
己
の
強
み
と
弱
み
な
ど
の
心
理
テ

ス
ト
を
行
い
、
自
己
を
知
り
、
進
路

の
方
向
性
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
30
日
㈭
10
時
〜
12
時
45

分
場
所
　
総
合
体
育
館

対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は

市
内
の
高
等
学
校
に
通
っ
て
い
る

高
校
２
年
生

定
員
　
100
人
程
度

申
し
込
み
　
11
月
17
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

（
☎
85
１
４
５
０
）

問

若
年
者
等
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
事
業
『
就
職
セ
ミ
ナ
ー
』

　
適
正
職
種
、
思
い
を
伝
え
る
履
歴

書
の
書
き
方
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
面

接
対
策
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
　
11
月
16
日
㈭
13
時
30
分

場
所
　
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

申
し
込
み
　
11
月
13
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

（
☎
85
１
４
５
０
）

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

日
時
　
11
月
26
日
㈰
９
時
30
分
〜
16

時
場
所
　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29
―
１
）

免
許
の
種
類
・
費
用

①
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
狩
猟
免
許

　
・
１
万
１
千
円

②
網
猟
免
許
・
８
千
250
円

③
わ
な
猟
免
許
・
８
千
250
円

②
③
を
同
時
受
講
・
１
万
１
千
円

①
②
ま
た
は
①
③
を
同
時
受
講
（
２

種
類
）
・
１
万
３
千
750
円

①
②
③
を
同
時
受
講
（
３
種
類
）
・

１
万
６
千
500
円

申
し
込
み
　
11
月
22
日
㈬
ま
で
に
北

海
道
猟
友
会
室
蘭
支
部
生
稲
さ
ん

（
☎090

―5985

―3493

）

　シーズン券購入者は、北海道シーズンネット
に加入しているさまざまなスキー場のリフト券
を割引料金で購入できます。
　シーズン券を購入して、北海道のスキー場を
お得に遊び尽くしましょう。
料金　30,000円（４歳～18歳は12,000円）

12月１日㈮以降の９時～16時にサンライバスキー場で受け取り
※12月10日までの土・日曜日は受け取り不可。
持ち物
・身分証明書などの本人確認ができるもの
・領収書などの購入の証明ができるもの
・顔写真（縦2.8　×横2.5　）

い
く
い
ね

申し込み
問い合わせ

ゆずりますゆずります

不用品不用品 市市ダイヤルダイヤル

※無料に限ります。また、あっせん品として
　ふさわしくないものは登録できません。

火～金曜日（祝日を除く）10時～15時
登別消費者協会（☎858307）

●座卓テーブル●子ども用自転車（２台）
●漬物石（４個）●漬物樽（２個）●健康
器具●スキーボード●丸テーブル●バウン
サー●ベビーフェンス●センターテーブル
●大人用自転車●プリンターインク●シン
グルベッド●ひな７段飾り

ゆずってくださいゆずってください
●ＳＤカセットラジオ●ＣＤコンポ●草刈機
●ソファ●健康器具●ポータブル石油ストー
ブ●精米機●レコード（ジャズ）

サンライバスキー場の
シーズン券でお得に
冬を楽しもう！
～シーズン券の販売開始のお知らせ～
問い合わせ　同スキー場（☎84２８７２）

今シーズンの営業開始は、12月16日㈯を予定しています。※積雪の状況による。

シーズン券の
受け取り方法

センチ
メートル

センチ
メートル

※アーニスで購入した場合、RARAカードポイントがもらえるほか、
 12月１日㈮からアーニス大抽選会の抽選券配付の対象になります。

ラ　　ラ

期間
 

 
販売時間

 

販売 
場所

登別中央
ショッピングセンター
アーニス　１階
サービスカウンター

じゃらんn
ネット

et W
ウ イ ン タ ー

INTER P
プ ラ ス

LUS

くらしのガイド
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問い合わせ　環境対策グループ （☎ 85２９５８）

第10回
チャレンジ!!

ゼロカーボン

　脱炭素社会の実現に向けては、社会全体としてＣＯ２（二酸化炭素）を削減する必要があり、家庭での暮らしやラ
イフスタイルの分野でも省エネ行動などの取り組みにより、その大幅な削減が求められています。
　そこで国が中心となり、働き方や暮らし方、豊かな暮らしを支える製品・サービス、情報発信、地域独自の暮らし
方を提案・支援するなど、消費者の行動変容やライフスタイルの変革を後押しするため、2050年カーボンニュートラ
ルの実現に向けて『脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動（愛称：デコ活）』を展開しています。

　市では、脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動である
『デコ活』の趣旨に賛同し、デコ活が促進されるよう『デコ活宣言』を
行っているほか、同運動を推進する官民連携協議会に参加しています。
　今号ではデコ活の内容などについてご紹介します。

　　　登別市のデコ活宣言の内容
・脱炭素につながる製品、サービス、取組展
開を通じてデコ活を後押しします！
・日々の生活・仕事の中で、デコ活を実践し
ます！

◀ 詳しくは、環境省『脱炭素につな
がる新しい豊かな暮らしを創る国
民運動（デコ活）』ウェブサイト
をご覧ください。

脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動とは

　具体的な取り組みとして、デ・コ・カ・ツにちなんだ４アク
ションを筆頭に、計13アクションが設定されています。

デコ活アクション
二酸化炭素（ＣＯ２）を減らす（ＤＥ）脱炭素
（Decarbonization）と、環境に良いエコ
（Eco）を含む『デコ』と活動・生活を組み合わ
せた新しい言葉です。

デコ活のネーミングの由来

分類 アクション

まずは 
ここから

住 デ 電気も省エネ　断熱住宅 （電気代をおさえる断熱省エネ住宅に住む）
住 コ こだわる楽しさ　エコグッズ （LED・省エネ家電などを選ぶ）
食 カ 感謝の心　食べ残しゼロ （食品の食べ切り、食材の使い切り）
職 ツ つながるオフィス　テレワーク （どこでもつながれば、そこが仕事場に）

ひとりで
にＣＯ２
が下がる

住 節水できる機器、高効率の給湯器を選ぶ
移 環境にやさしい次世代自動車を選ぶ
住 太陽光発電など、再生可能エネルギーを取り入れる

みんなで
実践

衣 クールビズ・ウォームビズ、サステナブルファッションに取り組む
住 ごみはできるだけ減らし、資源としてきちんと分別・再利用する
食 地元産の旬の食材を積極的に選ぶ
移 できるだけ公共交通・自転車・徒歩で移動する
買 はかり売りを利用するなど、好きなものを必要な分だけ買う
住 宅配便は一度で受け取る

▲スマートフォンの操作方法を学ぶ参加者

ス
マ
ホ
教
室

使
え
た
ら

こ
ん
な
に
便
利

10
15

　
８
月
31
日
・
９
月
１
日
・
21
日
・
22
日
、
各
地

域
３
つ
の
会
場
で
、
全
６
回
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
４
日
間
で
25
人
の
方
が
参
加
し
た
本
教
室
で
は
、

講
師
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
安
全
性
や
利
便
性

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
文
字
の
入
力
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
、
カ
メ
ラ
で
の
撮
影

な
ど
を
実
際
に
操
作
。
講
師
に
質
問
す
る
方
も
多

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
熱
心
に
向
き
合
う
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
難
し
か
っ
た
け
ど

来
て
良
か
っ
た
」
「
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た

い
」
と
笑
顔
で
教
室
を
後
に
し
ま
し
た
。

▲啓発活動の様子

街
頭
防
火
啓
発
活
動

住
宅
用
火
災
警
報
器

付
い
て
ま
す
か

　
10
月
15
日
、
市
内
５
カ
所
の
大
型
店
舗
で
防
火

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
10
月
15
日
〜
31
日
の
『
令

和
５
年
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動
』
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
イ
オ
ン
登
別
店
の
会
場
に
は
、
本
市

消
防
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ば
ん
平
く
ん

ジ
ュ
ニ
ア
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
店
舗
入
り
口
で
買
い
物
客
に
、
消
防
か
わ
ら
版

と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
と
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
時
期
は
火
災
発
生
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
火
の
元
の
安
全
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
　

ぺ
い

デ カ ー ボ ナ イ ゼ ー シ ョ ン

エコ

14チャレンジ！！ゼロカーボン／東奔西走 2023.11月号15 すくすく子育て　いきいき健康2023.11月号

すくくすすくく子育て
いきき いい きき 健 康

○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、10月16日現在の情報を掲載しています｡
　 イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　 なっている場合がありますので、ご注意ください。

乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

鷲別子育て支援センター（☎84１２３５）

※遊びに来た誕生月の子どもに、バースデーカードを差し上げます。職員にお声掛けください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。

▲

オ
ン
ラ
イ

　ン
相
談

中央子育て支援センター（☎81３７１５）

※遊びに来た誕生月の子どもに、バースデーカードを差し上げます。職員にお声掛けください。

日時 場所 対象 内容 持ち物
４・５カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

た
ん
し

令和５年７月生
まれ

診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ健康相談 ※時間は個別通知。

令和５年２月生
まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和４年５月生
まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和２年１１月
生まれ

診察、歯科検診、尿検査、視
機能検査、身体計測、栄養・
歯科・育児相談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談 妊婦または生後
６カ月未満の子
どもとその家族

授乳・育児などの相談（個別
相談） 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつあそび相談 生後６カ月以降

の子どもとその
家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

子育て講座『子
どもの発達につ
いて』

市内在住の小学
校入学前の子ど
もとその保護者

のぞみ園での相談支援についてのお
話と、療育や子どもの発達を促す遊
びの実践
講師：佐

さ
藤
とう
優
まさる
さん（のぞみ園園長）

５組
着替え、飲
み物（お茶
または水）

６日㈪

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み
親子で楽しむ運
動遊び

小学校入
学前の子
どもとそ
の保護者

理学療法士・佐
さ
藤
とう
優
まさる
さ

んによる講座
－

着替え、飲み物
（お茶または水）
など

－
英語で
あそぼう！

川
かわ
端
ばた
寿
とし
子
こ
さん（小学校

英語指導資格）による
講座

鷲別子育て支援
センターに遊び
にいこう！

初めて鷲別子育て支援
センターを利用する親
子を対象に完全予約制
での開放

３組

まなブック 絵本の魅力を紹介する
講座

－ －
手話講座 手話通訳専門員による

ミニ講座

おやこの成長記
録

時

公認心理師による講座
親子で『手形アート』
を作成

　各３組
※参加は１
　部２部の
　いずれか
　１回のみ｡

汚れてもよい服装､

持ち帰り用の大き
めな袋

https://www.winterplus.jp/
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○定員について…抽選ではない場
　合は、申し込み順となります。
○申し込みについて…期限や期間
　の記載がない場合は、当日直接
　会場にお越しください。

※ 内容については、10月16日現在の情報を掲載しています｡
　 イベントなどについて、中止や延期、内容などが変更と
　 なっている場合がありますので、ご注意ください。

乳幼児健康診査・健康相談（健康推進グループ・☎85０１００）

鷲別子育て支援センター（☎84１２３５）

※遊びに来た誕生月の子どもに、バースデーカードを差し上げます。職員にお声掛けください。

※『すくすく☆親子相談』『ママあい』『ぽっぽ』は、前日までに電話で健康推進グループに
　申し込みが必要です。
※子育てに関するオンライン相談も受け付けています。相談を希望する３日前までに、市公式
　ウェブサイトから申し込みください。

▲

オ
ン
ラ
イ

　ン
相
談

中央子育て支援センター（☎81３７１５）

※遊びに来た誕生月の子どもに、バースデーカードを差し上げます。職員にお声掛けください。

日時 場所 対象 内容 持ち物
４・５カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

た
ん
し

令和５年７月生
まれ

診察、身体計測、栄養・育児
相談 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつ健康相談 ※時間は個別通知。

令和５年２月生
まれ 身体計測、栄養・育児相談

１歳６カ月児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和４年５月生
まれ

診察、歯科検診、身体計測、
栄養・歯科・育児相談、フッ 母子健康手帳､

バスタオル

３歳児
健康診査 ※時間は個別通知。

令和２年１１月
生まれ

診察、歯科検診、尿検査、視
機能検査、身体計測、栄養・
歯科・育児相談

母子健康手帳､
フェイスタオ
ル

すくすく☆ － 発育・発達・育児・栄養など
の相談

母子健康手帳､
バスタオル

産前・産後相談 妊婦または生後
６カ月未満の子
どもとその家族

授乳・育児などの相談（個別
相談） 母子健康手帳､

バスタオル、
替えおむつあそび相談 生後６カ月以降

の子どもとその
家族

遊び・育児などの相談（個別
相談）

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

子育て講座『子
どもの発達につ
いて』

市内在住の小学
校入学前の子ど
もとその保護者

のぞみ園での相談支援についてのお
話と、療育や子どもの発達を促す遊
びの実践
講師：佐

さ
藤
とう
優
まさる
さん（のぞみ園園長）

５組
着替え、飲
み物（お茶
または水）

６日㈪

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み
親子で楽しむ運
動遊び

小学校入
学前の子
どもとそ
の保護者

理学療法士・佐
さ
藤
とう
優
まさる
さ

んによる講座
－

着替え、飲み物
（お茶または水）
など

－
英語で
あそぼう！

川
かわ
端
ばた
寿
とし
子
こ
さん（小学校

英語指導資格）による
講座

鷲別子育て支援
センターに遊び
にいこう！

初めて鷲別子育て支援
センターを利用する親
子を対象に完全予約制
での開放

３組

まなブック 絵本の魅力を紹介する
講座

－ －
手話講座 手話通訳専門員による

ミニ講座

おやこの成長記
録

時

公認心理師による講座
親子で『手形アート』
を作成

　各３組
※参加は１
　部２部の
　いずれか
　１回のみ｡

汚れてもよい服装､

持ち帰り用の大き
めな袋

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2020112000048/


登別子育て支援センター（☎80２７７２）

富岸子育てひろば
(登別自然活動支援組織モモンガくらぶ・☎080－1890－0865）
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しんた21（健康推進グループ・☎85０１００）

ブックファームあーにす
～登別市市民自治推進委員会～
ブックファームあーにす
～登別市市民自治推進委員会～

　親子で読書に親しめる空間になってい
ますので、ぜひお立ち寄りください。
　読み聞かせ活動団体の『パラテク』に
よる読み聞かせもあります。
日時　11月18日㈯10時～12時
場所　アーニス２階（観光経済部執務室
　となり)
問い合わせ　市民協働グループ
　　　　　　　　　　  (☎57１０７９)

　身近な人と一緒に木で遊び、木に学び、木でモノをつくる体験をし
てみませんか。
日時　11月25日㈯11時～17時・26日㈰10時～16時
場所　イオン登別店１階催事場
対象　どなたでも（小学生未満は保護者同伴）
内容　①木工体験(箸づくり､小枝えんぴつづくり)､②林業体験(まき割
　り体験)､③食育体験(１日に必要な野菜計り当てクイズ･パネル展示）
回数　①１日10回、②１日20回（各回１・２人）
※申し込みは当日受け付けます。
問い合わせ　胆振総合振興局林務課木育担当（☎㉔９８０２）

｢木育と食育を体験しよう！」inイオン登別｢木育と食育を体験しよう！」inイオン登別

日時 対象 内容 定員 持ち物 申し込み

親子ミニ
レクリエーション

小学校入学前の子ども
とその保護者

かけっこ、親子
競技など ６組

着替え、飲み
物（お茶また
は水）

日時 場所 対象 内容 定員 参加料 持ち物 申し込み

すこやかマタ
ニティ教室

た
ん
し

妊婦の方とその
家族

沐
もく
浴
よく
･抱っこ･お

むつ交換の体験
実習、パパの妊
婦体験など

－ 母子健康手
帳、飲み物

に申し込みフォ
ームまたは電話

からだスッキ
リ運動教室 習慣病が気にな

る方

インストラクタ
ー・藤

ふじ
本
もと
智
ち
恵
え
子
こ

さんによる家庭
で行えるヨガ・

分健康講話

※定員を
　超えた
　場合は
　抽選。

飲み物、タ
オル
※運動がで
　きる服装
　でお越し
　ください｡

に申し込みフォ
ームまたは電話

▲
富岸子育てひろば
　ウェブサイト

日時 対象 内容 定員 参加料 持ち物 申込期限
とんこフレンズパ
ークの日
秋の亀田公園を探
索しよう

小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

ネイチャービンゴで秋を
見つけながら亀田公園を
探索

汚れてもよい
靴、服、着替
え、帽子、飲
み物など

お楽しみ会
楽しい物語の世界
へ

本に親しみ親子一緒に楽
しい時間を過ごす －

－

－
当日直接ひろ
ばまでお越し
ください

出張子育てひろば
カントレラで昔の
文化に触れてみよ
う

市の遺跡から出土した土
器や石器などの見学や、
火おこしなどの縄文文化
を実際に体験
場所：カント・レラ

動きやすい服
装、靴など

１
フ ァ ー ス ト

ｓｔＢ
バ ー ス

ＩＲＴＨ　
子育ての悩みベス
ト３

妊婦の方（子
ども連れ可）

離乳食・遊び・イヤイヤ
期についてのお話 ５人 －

オンラインとんこ
小学校入学前
の子どもとそ
の保護者

子どもの育ちや育児につ
いてのお話
※Ｚ

ズ ー ム
ｏｏｍを活用して、

　自宅から参加するオン
　ラインひろばです。
※参加者が２組以上いる
　場合のみ、開催します｡

－
Ｚｏｏｍアプ
リをダウンロ
ード済みの端
末

子育てＣ
カ フ ェ
ＡＦＥ

成人期の発達課題

小学校入学前
の子どものい
る方
※託児あり。

今後の人生をより豊かに
するために、自分自身の
ことを考えてみませんか

－

https://npo-momonga.org/tonco/
https://logoform.jp/f/hG5wQ
https://logoform.jp/f/GxW0m
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入所要件　保護者の仕事や病気、出産（予定日の前後
　各８週間）、求職活動、家族の介護などの理由によ
　り、日中、子どもの保育が困難な家庭
対象　入所時点で満６カ月～小学校入学前の子ども
開所日時　月～土曜日（祝日、12月29日～１月３日を
　除く）保育時間…７時15分～18時15分（１時間の延
　長保育あり）
申込期間　12月１日㈮～８日㈮
申込方法　こども育成グループ(市役所１階７番窓口）
　や各支所、各保育所、各子育て支援センターに備え
　付けの申請書に必要事項を記入の上、こども育成グ
　ループまたは各保育所に提出
※申請書には、世帯全員のマイナンバー(個人番号)の
　記入が必要です。
※申請書の配布は11月１日㈬から行います。
※公正な選考により入所を決定します。

※栄町保育所は令和６年４月１日より､(仮称）もみの
　木こども園（新生町３丁目3－13）へ移転します。

入所要件　小学生で、保護者が就労・疾病等により
　日中家庭におらず、集団生活ができ、医療行為等
　を必要としない児童
開所日時　月～金曜日の放課後（学校休業日は８時）
　～18時30分
　土曜日…８時～18時
※日曜日・祝日・年末年始は閉所。
保護者負担金　児童１人月額3,900円
※２人目以降、ひとり親世帯などは減免措置があり
　ます。
申込期間　11月20日㈪～12月16日㈯
申込方法　申し込みフォームから申し込み後、就労
　証明書などを利用予定のクラブへ提出
※募集案内は、市内保育所、幼稚園、放課後児童ク
　ラブで配布予定です。
※申請者には後日、郵送で結果をお
　知らせします。
※詳しくは市公式ウェブサイトをご
　覧ください。

問い合わせ　こども家庭グループ（☎57１０７８）

問い合わせ　こども育成グループ（☎85５６３４）

令和６年度
保育所入所児童を募集します
令和６年度
保育所入所児童を募集します

令和６年度
放課後児童クラブの入所児童を
募集します

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

11～12月の歯科救急医療

児童クラブ児童クラブ

▲市公式
　ウェブサイト

日時 診療所・住所・電話
いしい歯科　　　　　　　

ありじ歯科クリニック　　 ☎

徳満歯科医院　　　　　　

新田歯科医院　　

岩倉歯科　　　　　　　　

御前水歯科クリニック　　

柴田歯科医院　　　　　　

奥村歯科医院　　　　　　

クラブ名 所在地・電話番号 対象通学区

富岸
児童クラブ ☎ 富岸小学校

常盤
児童クラブ

９　
常盤児童館内
☎

幌別小学校
幌別東小学校

若草
児童クラブ

若草町１丁目１－２　
若草小学校内
☎

若草小学校

青葉
児童クラブ

コミュニティセンター

☎
青葉小学校

幌別西
児童クラブ 幌別西小学校内

☎
幌別西小学校

鷲別
児童クラブ 鷲別児童館内

☎
鷲別小学校

登別
児童クラブ 登別小学校内

☎
登別小学校

保育所名 所在地・電話番号 定員

富士保育所 富士町７丁目２－１
（☎

鷲別保育所 （☎

登別保育所 （☎

幌別東保育所 （☎

栄町保育所 栄町２丁目６－１
（☎

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2023092100036/


※定員になり次第、締め切ります。
※詳しくは、のぼりんウェブサイト（https://noborin.org/）をご覧ください。

ていつに員定 ○ …抽選ではない場合
は、申し込み順となります。

み込し申 ○ …期限や期間の記載がな
い場合は、当日直接会場にお越し
ください。

ふぉれすと鉱山

▶ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

※野外で行うイベントには、野外で活動できる服装や帽子、手袋、防寒着、飲み物などを持参してください。
※イベントの開催状況などについては、ふぉれすと鉱山のウェブサイト（https://forestkouzan.org/）をご覧ください。

のぼりん（☎83６８６６）

▶の
ぼ
り
ん

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

イベント 日　時 対　象 内　　容 定員 参加料 申込期限

木の学校 木の豆皿作り ７人

コーザンぶらり歴
史探訪

幌別鉱山の歴史、地質を学
び楽しむ

足元からはじめる
環境保全④ 里山の整備 －

利用者懇談会
～一般編

ふぉれすと鉱山の取り組み
紹介と意見交換など －

自然体験活動指導
者（N

ニール
EALリーダ

ー）養成講座

 
１日目

 
２・３日目

自然体験活動指導者の育成
講座 
場所：１日目のぼりん、２
・３日目ふぉれすと鉱山

イベント 日　時 対　象 内　　容 定員

出展団体募集 － －

みんなでまち
づくり

 まちづくりの活動
を実践している方、
興味がある方

課題解決のワークショップ第２弾 

江差追分教室  どなたでも
おなかから声を出す江差追分の謡い方を学ぶ  
講師：石

いし
橋
ばし
涛
とうえい
栄さん

パステル画教
室

 
パステル画で身近なものを描き写す 
講師：武

たけ
田
だ
秀
ひで
章
あき

持ち物：手拭き、エプロン、新聞紙

子ども将棋教
室

 小学生以上 
※小学生は保護者　　
　同伴。

対局を通して将棋を楽しむ 
講師：佐

さ
藤
とう
和
かずよし
義さん

囲碁教室  小学生以上
基本を学び、碁を楽しむ 
講師：熊

くまがい
谷泰

やす
伸
のぶ
さん

大正琴教室  自分に合ったペースで曲を練習 
講師：岡

おか
田
だ
陽
よう
子
こ
さん

５人

インターネッ
ト再接続

 
どなたでも

インターネット再接続の方法講座、相談会など 
 

渡
わた
邊
なべ

 
※パソコン、スマートフォン持参可。

今月の展示

日㈫９時

－

の写真展』　問い合わせ：シニアカメラ同好会 
今
こん
野
の

－

時
品展　問い合わせ：クラフト和華 佐

さ
藤
とう
さん

(☎45２４６８)

R
リン
inス

ペシャル』出展団体募集

：

※内容については、10月16日現在の情報を掲載して
　います。イベントなどについて、中止や延期とな
　っている場合がありますので、ご注意ください。

182023.11月号わくわくおでかけナビゲーション！

https://forestkouzan.org/
https://noborin.org/


※『デジタル分館のおはなし会』『アーニス工作』は、申し込み、場所ともにアーニス分館です。
※団体での参加は、事前にご相談ください。
※11月の休館日は、６日㈪・13日㈪・20日㈪・23日㈭・24日㈮・27日㈪です。

※毎週月曜日（祝日は開館）と祝日の翌日は休館です。

▶
市
立
図
書

　館
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト

市立図書館 ・アーニス分館

　　郷土資料館

市民ミニバレー大会市民ミニバレー大会
日時　12月10日㈰９時開会式
※８時45分までに受け付け。
場所　総合体育館
種目　一般の部（男子、女子の部）
※１チーム４・５人（選手４人補欠１人含む）。
参加料　１チーム3,500円
申し込み　総合体育館に備え付けの申込用紙および
　参加料を、11月14日㈫～24日㈮に総合体育館（☎
　85５５５２）に持参

燻製作りを体験しませんか燻製作りを体験しませんか
日時　11月27日㈪14時～16時
場所　市民会館
対象　市内に居住または通勤する方
内容　身近な食材を使って燻製作り
定員　20人
受講料　1,000円
申し込み　11月６日㈪～17日㈮17時に文化・
　スポーツ振興財団（☎88１１１６）

第54回音楽発表会第54回音楽発表会
日時　11月12日㈰11時～17時
場所　市民会館大ホール
内容　市内でピアノを習っている
　生徒たちの演奏会
問い合わせ　後藤さん（☎88０２８８）

ご　とう

イベント 日　時 対　象 内　　容 定員

デジタル分館の
おはなし会

幼児以上 
（幼児は保護者
同伴）

デジタル絵本の読み聞かせ －

アフタヌーンシアター 
（映画会） どなたでも 『ローマの休日』

えほんのへやの 
おはなしかい

幼児以上 
（幼児は保護者
同伴）

絵本の読み聞かせと紙芝居 －

こども映画会 『ふるさと再生　日本の昔ばなし』 
火男　ほか

おはなしぽけっと 絵本の読み聞かせと紙芝居 －

アーニス工作 
ステンドグラス風クリス
マスツリーをつくろう！

 
① 時～､② 時～

牛乳パックとセロファンでクリスマ
スツリー作り 

①、② 
各５組

（☎81２１８２）

イベント 日　時 対　象 内　　容 定員 参加料 申込期間

新そば
～手打ちそば体験
教室

 
～

どなたでも 
（小学生は保護
者同伴）

新そばのそば打ち体験・試食
持ち物：エプロン、三角巾、
手ふき２枚、上靴、そばを持
ち帰る大きめの容器

～

資料館の冬～楽し
いお正月あそびを
しよう

 
～ どなたでも 餅つきと郷土かるた取り体験

を楽しむ
 

～

しめ飾り作り
 

～
小学生以上 
（小学３年生以
下は保護者同伴）

スゲを使った、しめ飾り作り

しめ飾り１
つにつき

 
（１家族２
つまで）

 
～ 

くん せいくん せい

わくわくおでかけナビゲーション！19 2023.11月号

http://www.noboribetsu.ed.jp/%7Eiinkai/library/
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せき　ね　けん　じせき　ね　けん　じ

カント・レラ冬季閉館情報カント・レラ冬季閉館情報
　12月１日㈮から、カント・レラは冬季閉館し
ます。来年度の開館は、令和６年４月２日㈫か
らです。
問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）

岡志別の森運動公園
今季営業終了のお知らせ
岡志別の森運動公園

今季営業終了のお知らせ
　岡志別の森運動公園のパークゴルフ場および
テニスコートは、11月12日㈰で今季の営業を終
了します。
問い合わせ　同公園（☎88２５２５）

NHK室蘭局会館
公開イベント
NHK室蘭局会館
公開イベント

関根健司さん講演会関根健司さん講演会

ち　　り　ゆき　えち　　り　ゆき　え

知里幸恵  銀のしずく記念館知里幸恵  銀のしずく記念館

プラタナス・フォーラムプラタナス・フォーラム
日時　12月２日㈯13時30分～15時
場所　市民会館中ホール
内容　『可能性へのチャレンジ～一歩前にいる自
　分に会いに行こう～』をテーマにした講演会
講師　大岩真由美さん
申し込み　プラタナス片岡さん（☎87２３５２）

や　ざき　はる　な

『アイヌ語教育の最前線』『アイヌ語教育の最前線』
日時　11月18日㈯14時開演（13時30分開場）
場所　市民会館
定員　60人
参加料　500円
申し込み　電話、ファクスまたはＥメールで知
　里真志保を語る会伊藤さん（☎090-2878-8828、
　　86５１３４、Ｅメール：mashiho0224@gm
　ail.com）

ち

り　ま　し　 ほ い　とう

『アイヌ神謡集』刊行100年企画展　関連学習会
『いまも生きるアイヌ』
『アイヌ神謡集』刊行100年企画展　関連学習会
『いまも生きるアイヌ』
日時　11月19日㈰10時30分～11時30分
場所　銀のしずく記念館研修室
内容　これまでの活動や、伝承活動を始めてから
　目の当たりにしたさまざまな課題などを紹介
定員　15人
講師　八幡巴絵さん
参加料　100円
申し込み　11月18日㈯までに同館（☎83５６６６）

『ノチウのはなし』『ノチウのはなし』
日時　11月27日㈪16時30分～17時30分
場所　銀のしずく記念館研修室
内容　オリオン座の三ツ星やすばるなどにまつわ
　る、アイヌに伝わる星（ノチウ）のお話
定員　10人
講師　矢崎春菜さん
参加料　100円
申し込み　11月26日㈰までに同館（☎83５６６６）

おお いわ   ま    ゆ     み

かた　おか

　アイヌ文化や多文化共生についての理解を深めるため、アイヌ関連施設の見学などに参加する中学
生を募集します。

①見学日時　12月９日㈯10時～14時
　※９時30分集合。
行程
　・知里幸恵 銀のしずく記念館を見学
　・登別アイヌ協会による講義
　　『アイヌ神謡集のできるまで』
　・多文化共生に関する講義（予定）

応募人数　市内の中学生（明日中等教育学校生徒を含む）のうち①、②両日参加できる方10人
※応募が４人未満となった場合、事業は実施しません。
参加費　無料（両日ともに昼食を用意します）
申し込み　11月１日㈬～22日㈬に申し込みフォームで
　企画調整グループ（☎85１１２２）

アイヌ関連施設を見学する中学生を募集しますアイヌ関連施設を見学する中学生を募集します

◀
申
し
込
み

　フ
ォ
ー
ム

や　はた　とも　え

親子での参加も
お待ちしています。
ぜひお越しください。

②見学日時　12月16日㈯９時～17時
　※８時30分集合。
行程
　・平取町立二風谷アイヌ文化博物館を見学
　・民族共生象徴空間ウポポイを見学

日時　11月11日㈯・12日㈰
　10時～17時
場所　ＮＨＫ室蘭放送局
 （室蘭市山手町１‒３‒50）
内容　天才てれびくんのゲーム
　やトートバック作り
問い合わせ　ＮＨＫ室蘭放送局
 （☎㉒７２７１）

どーもくんも
やってくる！
※詳しくは　
ホームページ
をご確認
ください。

木内　　昇 著
原　　宏一 著
米澤　穂信 著

◇かたばみ
◇たわごとレジデンス
◇可燃物

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館

やま じゅんいちぎわ すず とし たかき

　動物たちは何を考え、どんなおしゃべりをして
いるのか。ヒトの言語にしかない特徴、言葉の起
源とは。シジュウカラの文法を解明した動物言語
学者と、ゴリラ研究の権威が最新の知見を語って
います。

　落語『元犬』のように人間に生まれ変わりたい
神社の飼い犬・シロ。しかし生まれ変わるには『
人間を救った犬』でなければならないのです。そ
こでシロは人間に化けて人を助けることを学ぶこ
とにしました。

はら いち

のぼりき うち

こう

よね のぶほざわ

キャスリーン・ヘイル さく
イ ヨンリム さく

梅田　俊作・梅田　佳子 作
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人間になりたかった犬
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山極　寿一・鈴木　俊貴 著
動物たちは何をしゃべっているのか？

このりいま

にん げん いぬ

にし

今西　乃子 作

◀
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト

相談名・内容 日時 場所・申し込み・問い合わせ

無料法律相談※1 （定員６人）

月～金曜日
８時30分～17時15分

鉄南ふれあいセ
ンター

12月23日㈯
10時～12時30分

12月16日㈯
10時～13時

市民協働Ｇ（☎85 2 1 3 9）

12月22日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎84 4 8 3 9）

12月８日㈮までに
市民協働Ｇ（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局（☎㉒ 5 1 1 1）

月～金曜日10時～16
時（第1･3水曜日は20
時まで）（予約制）

（交通事故や金銭貸借、損害賠償、離婚問題など）

くらしの無料相談 （定員10人）
（相続や遺言、各種契約、官公署提出書類など）

市民相談※2 
（市民生活や多重債務、離婚、家庭内暴力など）

消費生活相談
（契約 、 解約、インターネットのトラブルなど）

生活にお困りの方の相談窓口※3
（仕事や生活などの困りごと）

児童虐待相談についての窓口※4

障がいのある方の就労相談窓口※5

（虐待が疑われる子ども・家庭の情報）

人権相談所
（人権問題、雇用問題、いじめや体罰、差別など）

若年者等キャリアカウンセリング
（市委託事業）
（就職活動などでの不安や悩みなど）

無料労働相談（市支援事業）
（解雇や労働条件の引き下げ、職場内のパワハラ
など）

※1～※5は、申請フォームからも
　申し込むことができます。

※

５

※

４

※

３

※

２

※

１

（登別消費者協会は、火
～金曜日の10時～15時）、
（こども相談室につなが
らない場合は市代表電話
（☎85２１１１）へ）

月～金曜日
９時～17時30分

11月16日㈭
13時～16時

水・金曜日８時30分
～17時、月～金曜日
17時以降（予約制）

11月４日㈯、18日㈯
10時～17時

11月22日㈬、12月８
日㈮10時～16時（予
約制）

鉄南ふれあいセ
ンター

連合登別事務所

地域職業相談室

職業訓練センター

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

希望日の１週間前までに
連合登別（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

11月９日㈭までに障がい福祉Ｇ（☎85 3 7 3 2）

こども相談室（☎85６６７７）
室蘭児童相談所（☎44４１５２）
児童相談所共通ダイヤル（☎189）

生活支援相談室（☎85１９１１）

消費生活センター（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会（☎85 8 3 0 7）

つくろう、つぎの可能性を。

　医療事務科では、毎年登別
温泉の散策路を、地獄谷から
大湯沼を通り、足湯までのル
ートで清掃しています｡
　学生の多くは医療機関に就
職を希望しており、働く上で
必要になる社交性や協調性を、
活動中にすれ違う地域の方や
観光客の方と接しながら育ん
でいます。

オープンキャンパス
11月11日㈯ 10時30分～14時30分
11月18日㈯ 10時30分～14時30分
最新の情報は
ウェブサイトをご確認ください
問い合わせ　入学広報室
（☎0120-666-965)

登別温泉の清掃活動

困った！ときにはまず相談・日本工学院北海道専門学校・今月の新着図書21  2023.11月号
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せき　ね　けん　じせき　ね　けん　じ

カント・レラ冬季閉館情報カント・レラ冬季閉館情報
　12月１日㈮から、カント・レラは冬季閉館し
ます。来年度の開館は、令和６年４月２日㈫か
らです。
問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）

岡志別の森運動公園
今季営業終了のお知らせ
岡志別の森運動公園
今季営業終了のお知らせ

　岡志別の森運動公園のパークゴルフ場および
テニスコートは、11月12日㈰で今季の営業を終
了します。
問い合わせ　同公園（☎88２５２５）

NHK室蘭局会館
公開イベント
NHK室蘭局会館
公開イベント

関根健司さん講演会関根健司さん講演会

ち　　り　ゆき　えち　　り　ゆき　え

知里幸恵  銀のしずく記念館知里幸恵  銀のしずく記念館

プラタナス・フォーラムプラタナス・フォーラム
日時　12月２日㈯13時30分～15時
場所　市民会館中ホール
内容　『可能性へのチャレンジ～一歩前にいる自
　分に会いに行こう～』をテーマにした講演会
講師　大岩真由美さん
申し込み　プラタナス片岡さん（☎87２３５２）

や　ざき　はる　な

『アイヌ語教育の最前線』『アイヌ語教育の最前線』
日時　11月18日㈯14時開演（13時30分開場）
場所　市民会館
定員　60人
参加料　500円
申し込み　電話、ファクスまたはＥメールで知
　里真志保を語る会伊藤さん（☎090-2878-8828、
　　86５１３４、Ｅメール：mashiho0224@gm
　ail.com）

ち

り　ま　し　 ほ い　とう

『アイヌ神謡集』刊行100年企画展　関連学習会
『いまも生きるアイヌ』
『アイヌ神謡集』刊行100年企画展　関連学習会
『いまも生きるアイヌ』
日時　11月19日㈰10時30分～11時30分
場所　銀のしずく記念館研修室
内容　これまでの活動や、伝承活動を始めてから
　目の当たりにしたさまざまな課題などを紹介
定員　15人
講師　八幡巴絵さん
参加料　100円
申し込み　11月18日㈯までに同館（☎83５６６６）

『ノチウのはなし』『ノチウのはなし』
日時　11月27日㈪16時30分～17時30分
場所　銀のしずく記念館研修室
内容　オリオン座の三ツ星やすばるなどにまつわ
　る、アイヌに伝わる星（ノチウ）のお話
定員　10人
講師　矢崎春菜さん
参加料　100円
申し込み　11月26日㈰までに同館（☎83５６６６）

おお いわ   ま    ゆ     み

かた　おか

　アイヌ文化や多文化共生についての理解を深めるため、アイヌ関連施設の見学などに参加する中学
生を募集します。

①見学日時　12月９日㈯10時～14時
　※９時30分集合。
行程
　・知里幸恵 銀のしずく記念館を見学
　・登別アイヌ協会による講義
　　『アイヌ神謡集のできるまで』
　・多文化共生に関する講義（予定）

応募人数　市内の中学生（明日中等教育学校生徒を含む）のうち①、②両日参加できる方10人
※応募が４人未満となった場合、事業は実施しません。
参加費　無料（両日ともに昼食を用意します）
申し込み　11月１日㈬～22日㈬に申し込みフォームで
　企画調整グループ（☎85１１２２）

アイヌ関連施設を見学する中学生を募集しますアイヌ関連施設を見学する中学生を募集します

◀
申
し
込
み

　フ
ォ
ー
ム

や　はた　とも　え

親子での参加も
お待ちしています。
ぜひお越しください。

②見学日時　12月16日㈯９時～17時
　※８時30分集合。
行程
　・平取町立二風谷アイヌ文化博物館を見学
　・民族共生象徴空間ウポポイを見学

日時　11月11日㈯・12日㈰
　10時～17時
場所　ＮＨＫ室蘭放送局
 （室蘭市山手町１‒３‒50）
内容　天才てれびくんのゲーム
　やトートバック作り
問い合わせ　ＮＨＫ室蘭放送局
 （☎㉒７２７１）

どーもくんも
やってくる！
※詳しくは　
ホームページ
をご確認
ください。

木内　　昇 著
原　　宏一 著
米澤　穂信 著

◇かたばみ
◇たわごとレジデンス
◇可燃物

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館

やま じゅんいちぎわ すず とし たかき

　動物たちは何を考え、どんなおしゃべりをして
いるのか。ヒトの言語にしかない特徴、言葉の起
源とは。シジュウカラの文法を解明した動物言語
学者と、ゴリラ研究の権威が最新の知見を語って
います。

　落語『元犬』のように人間に生まれ変わりたい
神社の飼い犬・シロ。しかし生まれ変わるには『
人間を救った犬』でなければならないのです。そ
こでシロは人間に化けて人を助けることを学ぶこ
とにしました。
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人間になりたかった犬
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山極　寿一・鈴木　俊貴 著
動物たちは何をしゃべっているのか？

このりいま

にん げん いぬ

にし

今西　乃子 作
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ウ
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ブ
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イ
ト

相談名・内容 日時 場所・申し込み・問い合わせ

無料法律相談※1 （定員６人）

月～金曜日
８時30分～17時15分

鉄南ふれあいセ
ンター

12月23日㈯
10時～12時30分

12月16日㈯
10時～13時

市民協働Ｇ（☎85 2 1 3 9）

12月22日㈮までに
行政書士甲田啓一事務所
（☎84 4 8 3 9）

12月８日㈮までに
市民協働Ｇ（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局（☎㉒ 5 1 1 1）

月～金曜日10時～16
時（第1･3水曜日は20
時まで）（予約制）

（交通事故や金銭貸借、損害賠償、離婚問題など）

くらしの無料相談 （定員10人）
（相続や遺言、各種契約、官公署提出書類など）

市民相談※2 
（市民生活や多重債務、離婚、家庭内暴力など）

消費生活相談
（契約 、 解約、インターネットのトラブルなど）

生活にお困りの方の相談窓口※3
（仕事や生活などの困りごと）

児童虐待相談についての窓口※4

障がいのある方の就労相談窓口※5

（虐待が疑われる子ども・家庭の情報）

人権相談所
（人権問題、雇用問題、いじめや体罰、差別など）

若年者等キャリアカウンセリング
（市委託事業）
（就職活動などでの不安や悩みなど）

無料労働相談（市支援事業）
（解雇や労働条件の引き下げ、職場内のパワハラ
など）

※1～※5は、申請フォームからも
　申し込むことができます。

※
５

※

４

※

３

※

２

※

１

（登別消費者協会は、火
～金曜日の10時～15時）、
（こども相談室につなが
らない場合は市代表電話
（☎85２１１１）へ）

月～金曜日
９時～17時30分

11月16日㈭
13時～16時

水・金曜日８時30分
～17時、月～金曜日
17時以降（予約制）

11月４日㈯、18日㈯
10時～17時

11月22日㈬、12月８
日㈮10時～16時（予
約制）

鉄南ふれあいセ
ンター

連合登別事務所

地域職業相談室

職業訓練センター

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

希望日の１週間前までに
連合登別（☎85 3 3 3 7）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

11月９日㈭までに障がい福祉Ｇ（☎85 3 7 3 2）

こども相談室（☎85６６７７）
室蘭児童相談所（☎44４１５２）
児童相談所共通ダイヤル（☎189）

生活支援相談室（☎85１９１１）

消費生活センター（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会（☎85 8 3 0 7）

つくろう、つぎの可能性を。

　医療事務科では、毎年登別
温泉の散策路を、地獄谷から
大湯沼を通り、足湯までのル
ートで清掃しています｡
　学生の多くは医療機関に就
職を希望しており、働く上で
必要になる社交性や協調性を、
活動中にすれ違う地域の方や
観光客の方と接しながら育ん
でいます。

オープンキャンパス
11月11日㈯ 10時30分～14時30分
11月18日㈯ 10時30分～14時30分
最新の情報は
ウェブサイトをご確認ください
問い合わせ　入学広報室
（☎0120-666-965)

登別温泉の清掃活動

困った！ときにはまず相談・日本工学院北海道専門学校・今月の新着図書21  2023.11月号
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 議会だよりでぃすかす　119号 

市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

委員会だより　　　　　❷ページ
一般質問　　　　　❸～❻ページ
補正予算審査、その他　❻ページ
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60
回
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別
地
獄
ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

市
議
会
改
選
後
、
初
の
鬼
踊
り
大
群
舞
に
参
加
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
４
年
間
、
待
ち
に
待
っ
た
お
祭
り
に
例
年
以

上
の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
な
か
ら
ず
盛
会
の
一
助
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　準
備
を
含
め
、
こ
の
地
獄
ま
つ
り
を
支
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
、
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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し
た
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か  

き

第３回定例会で上程された議案はすべて可決・採択され、否決された議案はありませんでした。

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。
　第３回定例会では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ウェブサイトでご覧いただけます。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、
基礎定数改善による正規教員増を求める意見書

下水サーベイランス事業の実施を求める意見書

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産
業施策の充実・強化を求める意見書

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する
適正な診療上の評価等を求める意見書
脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・エコノミー
（循環型経済）の推進を求める意見書

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書

令和５年第３回定例会における議案の賛否状況

議員定数に係る市民との意見交換会を開催します
令和５年11月24日(金）
                    18：00
令和５年12月19日(火）
                    18：00
令和６年  1月25日(木）
                    18：00

鷲別コミュニティセンター

市民会館

観光交流センターヌプル

日

　時

どなたでもご参加いただけます。ご都合のよい会場へお越しください。

 議会だよりでぃすかす　119号 

委員会だより

　本
委
員
会
で
は
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
３
名
を
再
任
の

上
、
新
た
に
１
名
を
登
録
し
、
合
計
４
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー

体
制
と
し
て
始
動
し
ま
し
た
。

　第
２
回
定
例
会
で
は
、
登
別
市
空
家
等
対
策
審
議
会
条

例
の
一
部
改
正
を
審
議
し
、
第
３
回
定
例
会
で
は
、
新
た

に
宅
地
開
発
さ
れ
て
い
る
緑
町
付
近
の
市
道
路
線
の
認
定

と
変
更
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　現
在
、
観
光
庁
が
国
際
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　本
市
に
お
い
て
も
、
全
市
観
光
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
や
地
域
の
活
性
化

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
観
光
地
域
づ
く
り
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
調
査

研
究
を
行
う
た
め
、
先
進
地
で
あ
る
山
形
市
と
天
童
市
へ
、

11
月
上
旬
に
視
察
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
項
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
形
市
は
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
お

も
て
な
し
山
形
株

式
会
社
と
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
さ
く
ら
ん
ぼ
山

形
に
つ
い
て
、
ま

た
、
天
童
市
で
は

観
光
産
業
の
現
状

と
対
応
に
つ
い
て

を
視
察
す
る
予
定

で
す
。
　
　
　
　

　
　
　（
田
中
）

　本
委
員
会
は
、
以
前
か
ら
保
護
者
の
方
々
よ
り
、
富
岸

児
童
ク
ラ
ブ
が
手
狭
で
あ
る
、
青
葉
児
童
ク
ラ
ブ
が
青
葉

小
学
校
か
ら
離
れ
て
い
て
不
便
で
あ
る
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
８
月
３
日
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
富

岸
児
童
ク
ラ
ブ
・
富
岸
小
学
校
・
青
葉
児
童
館
・
青
葉
小

学
校
の
現
地
視
察
を
し
て
き
ま
し
た
。

　富
岸
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
か
な
り
手
狭
な
現
状
と
、
今

年
の
夏
は
非
常
に
暑
く
空
調
設
備
も
含
め
た
課
題
を
確
認

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
富
岸
小
学
校
、
青
葉
小
学
校
、
青
葉
児
童
館
の

有
効
活
用
の
可
能
性
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
各
施
設
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
事
情
は
否
め
な
い
も
の
の
、
ど
こ

ま
で
も
子
ど
も
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
た
め
の
施
策
を
提

言
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　11
月
13
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
本
委
員
会
は
福
井
県

と
富
山
県
に
行
政
視
察
に
行
く
予
定
で
す
。　視

察
先
で
は
、

高
齢
者
や
障
が
い

者
、
子
ど
も
な
ど

の
垣
根
を
超
え
た
、

我
が
事
・
丸
ご
と

の
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、

し
っ
か
り
と
調
査

・
研
究
し
て
き
ま

す
。
　
　

　
　（
今
野
）

生
活
・
福
祉
委
員
会

充
実
し
た
子
育
て
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　構築
を
目
指
し
て

観
光
・
経
済
委
員
会

全
市
観
光
の
実
施
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取り
組
み

委員会だより

　6
月
26
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
で
は
、
同
月
10
日
に

発
生
し
た
美
園
町
の
擁
壁
崩
壊
現
場
を
視
察
し
、
担
当
部

局
よ
り
崩
壊
の
内
容
、
避
難
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
緊
急
措

置
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ま
た
、
8
月
29
日
開
催

の
本
委
員
会
で
は
、
登
別
小
学
校
環
境
整
備
中
に
お
け
る

自
動
車
の
損
傷
に
つ
い
て
お
よ
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
の
開
始
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
擁
壁
崩
壊
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
、
経
過
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　内
容
と
し
て
は
、
市
で
は
所
有
者
な
ど
と
面
談
を
行
い

工
事
の
方
法
や
費
用
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
個
別
対
応

は
困
難
で
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
活
用
で
き
る
国

や
北
海
道
の
支
援
制
度
が
な
い
こ
と
、
大
型
土
嚢
の
設
置

な
ど
の
応
急
処
置
は
講
じ
て
い
る
が
今
後
、
台
風
や
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
被
害
が
拡
大
し

市
道
路
線
へ
の
被
害
が
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
確
保
の
た
め

の
工
事
を
市
で
行

う
こ
と
を
所
有
者

に
提
案
し
、
協
議

中
と
の
経
過
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
と
も
所
管

事
務
調
査
に
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
　（
井
野
）

総
務
・
教
育
委
員
会

美
園
町
擁
壁
崩
壊
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
の
対
応
は

た   

な
か

こ
ん 

の

い
　の

▲美園町擁壁崩壊現場の現地視察の様子

▲富岸小学校空き教室の現地視察の様子

▲緑町市道路線の現地写真



開
か

れた
議会を目指し

て

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会／発行日： 2023.11.1

119号

 議会だよりでぃすかす　119号 

市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

委員会だより　　　　　❷ページ
一般質問　　　　　❸～❻ページ
補正予算審査、その他　❻ページ

目　　次

　第
60
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

市
議
会
改
選
後
、
初
の
鬼
踊
り
大
群
舞
に
参
加
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
４
年
間
、
待
ち
に
待
っ
た
お
祭
り
に
例
年
以

上
の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
な
か
ら
ず
盛
会
の
一
助
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　準
備
を
含
め
、
こ
の
地
獄
ま
つ
り
を
支
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
、
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
若
木
）

地
獄
ま
つ
り
鬼
踊
り
に

　
　
　
　
　
　
　参加
し
ま
し
た

わ
か  

き

第３回定例会で上程された議案はすべて可決・採択され、否決された議案はありませんでした。

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。
　第３回定例会では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ウェブサイトでご覧いただけます。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、
基礎定数改善による正規教員増を求める意見書

下水サーベイランス事業の実施を求める意見書

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産
業施策の充実・強化を求める意見書

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する
適正な診療上の評価等を求める意見書
脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・エコノミー
（循環型経済）の推進を求める意見書

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書

令和５年第３回定例会における議案の賛否状況

議員定数に係る市民との意見交換会を開催します
令和５年11月24日(金）
                    18：00
令和５年12月19日(火）
                    18：00
令和６年  1月25日(木）
                    18：00

鷲別コミュニティセンター

市民会館

観光交流センターヌプル

日

　時

どなたでもご参加いただけます。ご都合のよい会場へお越しください。
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委員会だより

　本
委
員
会
で
は
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
３
名
を
再
任
の

上
、
新
た
に
１
名
を
登
録
し
、
合
計
４
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー

体
制
と
し
て
始
動
し
ま
し
た
。

　第
２
回
定
例
会
で
は
、
登
別
市
空
家
等
対
策
審
議
会
条

例
の
一
部
改
正
を
審
議
し
、
第
３
回
定
例
会
で
は
、
新
た

に
宅
地
開
発
さ
れ
て
い
る
緑
町
付
近
の
市
道
路
線
の
認
定

と
変
更
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　現
在
、
観
光
庁
が
国
際
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　本
市
に
お
い
て
も
、
全
市
観
光
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
や
地
域
の
活
性
化

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
観
光
地
域
づ
く
り
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
調
査

研
究
を
行
う
た
め
、
先
進
地
で
あ
る
山
形
市
と
天
童
市
へ
、

11
月
上
旬
に
視
察
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
項
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
形
市
は
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
お

も
て
な
し
山
形
株

式
会
社
と
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
さ
く
ら
ん
ぼ
山

形
に
つ
い
て
、
ま

た
、
天
童
市
で
は

観
光
産
業
の
現
状

と
対
応
に
つ
い
て

を
視
察
す
る
予
定

で
す
。
　
　
　
　

　
　
　（
田
中
）

　本
委
員
会
は
、
以
前
か
ら
保
護
者
の
方
々
よ
り
、
富
岸

児
童
ク
ラ
ブ
が
手
狭
で
あ
る
、
青
葉
児
童
ク
ラ
ブ
が
青
葉

小
学
校
か
ら
離
れ
て
い
て
不
便
で
あ
る
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
８
月
３
日
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
富

岸
児
童
ク
ラ
ブ
・
富
岸
小
学
校
・
青
葉
児
童
館
・
青
葉
小

学
校
の
現
地
視
察
を
し
て
き
ま
し
た
。

　富
岸
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
か
な
り
手
狭
な
現
状
と
、
今

年
の
夏
は
非
常
に
暑
く
空
調
設
備
も
含
め
た
課
題
を
確
認

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
富
岸
小
学
校
、
青
葉
小
学
校
、
青
葉
児
童
館
の

有
効
活
用
の
可
能
性
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
各
施
設
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
事
情
は
否
め
な
い
も
の
の
、
ど
こ

ま
で
も
子
ど
も
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
た
め
の
施
策
を
提

言
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　11
月
13
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
本
委
員
会
は
福
井
県

と
富
山
県
に
行
政
視
察
に
行
く
予
定
で
す
。　視

察
先
で
は
、

高
齢
者
や
障
が
い

者
、
子
ど
も
な
ど

の
垣
根
を
超
え
た
、

我
が
事
・
丸
ご
と

の
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、

し
っ
か
り
と
調
査

・
研
究
し
て
き
ま

す
。
　
　

　
　（
今
野
）

生
活
・
福
祉
委
員
会

充
実
し
た
子
育
て
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　構築
を
目
指
し
て

観
光
・
経
済
委
員
会

全
市
観
光
の
実
施
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取り
組
み

委員会だより

　6
月
26
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
で
は
、
同
月
10
日
に

発
生
し
た
美
園
町
の
擁
壁
崩
壊
現
場
を
視
察
し
、
担
当
部

局
よ
り
崩
壊
の
内
容
、
避
難
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
緊
急
措

置
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ま
た
、
8
月
29
日
開
催

の
本
委
員
会
で
は
、
登
別
小
学
校
環
境
整
備
中
に
お
け
る

自
動
車
の
損
傷
に
つ
い
て
お
よ
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
の
開
始
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
擁
壁
崩
壊
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
、
経
過
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　内
容
と
し
て
は
、
市
で
は
所
有
者
な
ど
と
面
談
を
行
い

工
事
の
方
法
や
費
用
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
個
別
対
応

は
困
難
で
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
活
用
で
き
る
国

や
北
海
道
の
支
援
制
度
が
な
い
こ
と
、
大
型
土
嚢
の
設
置

な
ど
の
応
急
処
置
は
講
じ
て
い
る
が
今
後
、
台
風
や
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
被
害
が
拡
大
し

市
道
路
線
へ
の
被
害
が
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
確
保
の
た
め

の
工
事
を
市
で
行

う
こ
と
を
所
有
者

に
提
案
し
、
協
議

中
と
の
経
過
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
と
も
所
管

事
務
調
査
に
真
摯

に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
　（
井
野
）

総
務
・
教
育
委
員
会

美
園
町
擁
壁
崩
壊
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
の
対
応
は

た   

な
か

こ
ん 

の

い
　の

▲美園町擁壁崩壊現場の現地視察の様子

▲富岸小学校空き教室の現地視察の様子

▲緑町市道路線の現地写真



費
用
の
軽
減
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
見
解
は
。

　
　設
備
機
器
へ
の
負
担
軽
減
や
重
油
な
ど

の
助
燃
剤
使
用
量
の
低
減
に
よ
る
維
持
費
用

の
軽
減
、
さ
ら
に
将
来
的
に
は
焼
却
炉
の
規

模
の
縮
小
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
　施
設
を
含
む
ル
ー
ト
の
確
立
の
ほ
か
、

分
別
収
集
時
の
衛
生
管
理
、
一
時
保
管
施
設

の
確
保
、
収
集
運
搬
体
制
の
構
築
、
こ
れ
ら

に
伴
う
費
用
負
担
な
ど
が
課
題
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
排
出
す
る
側
の
費
用
負
担
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

　
　ど
の
程
度
の
費
用
負
担
が
生
じ
る
の
か

試
算
す
る
こ
と
で
、
整
理
し
た
情
報
や
処
理

量
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
　本
年
4
月
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
転
車
に
乗
車
す
る
際
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、
本

市
の
自
転
車
の
安
全
走
行
及
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　小
学
生
に
は
、
自
転
車
を
使
っ
た
青
空

質

教
室
の
実
施
、
中
学
生
や
通
勤
・
通
学
者
に

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
呼
び
か
け
や
交
通

ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の

向
上
に
向
け
、市
公
式
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、L
I
N
E
を
通
じ
た
啓

発
や
市
広
報
紙
を
活
用
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　他
自
治
体
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
助

成
制
度
を
設
け
て
い
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　
　ま
ず
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
を

し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
優
先
事
項
と

考
え
て
い
る
。
現
在
は
助
成
制
度
を
設
け
る

考
え
は
な
い
が
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
、
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た

８
月
23
日
か
ら
25
日
の
教
室
の
温
度
は
何
度

だ
っ
た
の
か
。

　
　時
間
帯
に
よ
っ
て
教
室
内
の
温
度
が
大

き
く
変
動
す
る
の
で
、
担
任
が
確
認
を
し
て

い
た
。
記
録
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
正
確
な

質答 答

温
度
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
高
い
室
温
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

質
　望
ま
し
い
教
室
の
温
度
は
。

　
　文
部
科
学
省
が
定
め
た
「
18
度
以
上
28

度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　
　今
後
の
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
は
。

　
　空
調
機
器
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　低
学
年
に
お
け
る
過
去
の
熱
中
症
の
事

例
で
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
発
達
の
た
め
、

体
調
変
化
を
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
低
学

年
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

　
　小
学
校
１
、
２
学
年
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　ご
み
分
別
収
集
検
討
時
に
紙
お
む
つ
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　紙
お
む
つ
に
焦
点
を
当
て
た
検
討
は
行

っ
て
い
な
い
。

　
　水
分
量
の
多
い
紙
お
む
つ
の
焼
却
量
を

減
量
で
き
れ
ば
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
整
備
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一 般 質 問
答

質質質質 答答答 答

質質

答 答質

佐々木議員の
一般質問

小栗議員の
一般質問
中継はこちら中継はこちら

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
で

　
　
　
　
　
　ゴミ
の
減
量
化
を

千
　田
　文
　孝

千
　田
　文
　孝

ち
　
　
　だ
　
　  

ふ
み
　
　た
か

ち
　
　
　だ
　
　  

ふ
み
　
　た
か

本
市
の
小
、
中
学
校
で
の

　
　
　
　
　
　  熱
中
症
対
策
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

千田議員の
一般質問

中継はこちら 議員1 3名が市政を問う

一 般 質 問
令和５年第３回定例会
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小
　栗
　義
　朗

小
　栗
　義
　朗

お
　
　  

ぐ
り
　
　 よ
し
　
　ろ
う

お
　
　  

ぐ
り
　
　 よ
し
　
　ろ
う

自
転
車
に
乗
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　
　  着
用
が
努
力
義
務
化
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一 般 質 問

　
　市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
は
、
行
政
の
持
つ
情
報
の
提
供
と
情

報
共
有
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
関
係
構
築
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　市
民
と
行
政
と
の
協
働
関
係
の
基
盤
づ

く
り
に
つ
い
て
、
協
働
関
係
の
構
築
に
は
、

市
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
と

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
市
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
市
民
に

し
っ
か
り
と
提
供
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
用
い
、
市
民
と
の
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
登
別
市

連
合
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
会
組
織

は
、
従
前
よ
り
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対
等

な
関
係
で
連
携
し
、
行
政
と
の
両
輪
で
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
地
域
課
題
な
ど
を
議
論
し
意

見
を
交
わ
す
こ
と
で
市
民
と
の
協
働
を
進
め

る
基
盤
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
　

答

　
　応
急
処
置
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

な
ど
で
の
保
護
や
散
水
に
よ
る
湿
潤
化
な
ど

の
飛
散
防
止
を
図
る
ほ
か
、
周
辺
な
ど
の
立

入
禁
止
処
置
を
す
る
。

　飛
散
場
所
で
の
対
応
を
行
う
場
合
、
ま
ず
、

職
員
な
ど
が
対
応
す
る
際
は
防
塵
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
、
ば
く
露
防
止
を
図
っ
た
う

え
で
対
応
す
る
。

　
　本
市
で
の
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
の

周
知
に
つ
い
て
は
。

　
　本
市
で
は
、
本
制
度
の
申
請
先
が
保
健

所
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
周
知
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
本
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
制
度
の
内
容
や
申
請
先
を
紹
介
し
、
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

質
　石
綿
含
有
建
材
の
調
査
に
つ
い
て
は
。

　
　レ
ベ
ル
１
、
２
の
除
去
や
囲
い
込
み
な

ど
の
対
策
は
終
わ
っ
て
い
て
、
毎
年
度
、
点

検
、
管
理
し
て
い
る
。

　
　本
庁
舎
内
で
石
綿
含
有
建
材
が
飛
散
し

た
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答答

答

い
て
は
、
朝
学
習
の
時
間
な
ど
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
教
材
を
活
用
し
て
お
り
、
一
人
一
人
の

学
習
内
容
の
定
着
状
況
に
応
じ
た
計
算
問
題

を
解
く
授
業
で
は
、
一
つ
の
シ
ー
ト
に
複
数

の
児
童
生
徒
が
考
え
を
書
き
込
み
、
考
え
を

共
有
し
て
い
る
。

　ま
た
、
ま
と
め
や
振
り
返
り
の
場
面
で
は
、

考
え
を
整
理
す
る
な
ど
の
日
常
的
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
を
通
し
て
、
基

本
的
な
操
作
を
身
に
付
け
な
が
ら
解
決
へ
導

く
手
法
を
実
践
し
、
情
報
を
整
理
・
分
析
し
、

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
週
末
や
夏
休
み
・
冬
休
み
に
お

い
て
も
、
演
習
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

て
ICT
を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
て
、

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
や
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
学
校
内
で
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
学
習
に
つ

質質 答

児
童
・
生
徒
が
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
意
見
を
表
明
で
き
る
場
や
機
会
を
設

け
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
　登
下
校
時
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
ラ

ン
ド
セ
ル
の
総
重
量
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

が
、
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聴
い
て
対
策
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　重
い
学
習
用
具
を
持
っ
て
の
登
下
校
は
、

熱
中
症
の
危
険
性
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
負
担
軽
減
の
方
法
を
研
究

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
反
映
し
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
、
登
下
校
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

が
学
校
な
ど
で
意
見
を
表
明
す
る
機
会
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　こ
れ
ま
で
の
北
海
道
は
比
較
的
冷
涼
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
対
策
を
話
題
に
す

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、

質答 質

質 質質答

金澤議員の
一般質問

中継はこちら

足立議員の
一般質問
中継はこちら

工藤議員の
一般質問

中継はこちら

田中議員の
一般質問

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　
　  必
要
な
も
の
と
は

子
ど
も
の
権
利
で
あ
る

　意
見
表
明
の
機
会
は
あ
る
の
か
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あ
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　や
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児
童
生
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に
ICT
を
活
用
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　取
り
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み
は
い
か
に
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費
用
の
軽
減
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
見
解
は
。

　
　設
備
機
器
へ
の
負
担
軽
減
や
重
油
な
ど

の
助
燃
剤
使
用
量
の
低
減
に
よ
る
維
持
費
用

の
軽
減
、
さ
ら
に
将
来
的
に
は
焼
却
炉
の
規

模
の
縮
小
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
　施
設
を
含
む
ル
ー
ト
の
確
立
の
ほ
か
、

分
別
収
集
時
の
衛
生
管
理
、
一
時
保
管
施
設

の
確
保
、
収
集
運
搬
体
制
の
構
築
、
こ
れ
ら

に
伴
う
費
用
負
担
な
ど
が
課
題
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
排
出
す
る
側
の
費
用
負
担
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

　
　ど
の
程
度
の
費
用
負
担
が
生
じ
る
の
か

試
算
す
る
こ
と
で
、
整
理
し
た
情
報
や
処
理

量
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
　本
年
4
月
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
転
車
に
乗
車
す
る
際
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、
本

市
の
自
転
車
の
安
全
走
行
及
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　小
学
生
に
は
、
自
転
車
を
使
っ
た
青
空

質

教
室
の
実
施
、
中
学
生
や
通
勤
・
通
学
者
に

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
呼
び
か
け
や
交
通

ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の

向
上
に
向
け
、市
公
式
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、L
I
N
E
を
通
じ
た
啓

発
や
市
広
報
紙
を
活
用
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　他
自
治
体
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
助

成
制
度
を
設
け
て
い
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　
　ま
ず
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
を

し
っ
か
り
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
優
先
事
項
と

考
え
て
い
る
。
現
在
は
助
成
制
度
を
設
け
る

考
え
は
な
い
が
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
、
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た

８
月
23
日
か
ら
25
日
の
教
室
の
温
度
は
何
度

だ
っ
た
の
か
。

　
　時
間
帯
に
よ
っ
て
教
室
内
の
温
度
が
大

き
く
変
動
す
る
の
で
、
担
任
が
確
認
を
し
て

い
た
。
記
録
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
正
確
な

質答 答

温
度
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
高
い
室
温
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

質
　望
ま
し
い
教
室
の
温
度
は
。

　
　文
部
科
学
省
が
定
め
た
「
18
度
以
上
28

度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　
　今
後
の
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
は
。

　
　空
調
機
器
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　低
学
年
に
お
け
る
過
去
の
熱
中
症
の
事

例
で
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
発
達
の
た
め
、

体
調
変
化
を
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
低
学

年
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

　
　小
学
校
１
、
２
学
年
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　ご
み
分
別
収
集
検
討
時
に
紙
お
む
つ
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　紙
お
む
つ
に
焦
点
を
当
て
た
検
討
は
行

っ
て
い
な
い
。

　
　水
分
量
の
多
い
紙
お
む
つ
の
焼
却
量
を

減
量
で
き
れ
ば
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
整
備
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佐々木議員の
一般質問

小栗議員の
一般質問
中継はこちら中継はこちら

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
で

　
　
　
　
　
　ゴミ
の
減
量
化
を

千
　田
　文
　孝

千
　田
　文
　孝

ち
　
　
　だ
　
　  

ふ
み
　
　た
か

ち
　
　
　だ
　
　  

ふ
み
　
　た
か

本
市
の
小
、
中
学
校
で
の

　
　
　
　
　
　  熱
中
症
対
策
は

佐
々
木
　久
美
子

佐
々
木
　久
美
子

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

さ
　さ
　き
　
　
　く
　み
　こ

千田議員の
一般質問
中継はこちら 議員1 3名が市政を問う

一 般 質 問
令和５年第３回定例会

［令和5年9月11日㈪～9月15日㈮］

小
　栗
　義
　朗

小
　栗
　義
　朗

お
　
　  

ぐ
り
　
　 よ
し
　
　ろ
う

お
　
　  

ぐ
り
　
　 よ
し
　
　ろ
う

自
転
車
に
乗
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　
　
　  着
用
が
努
力
義
務
化
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一 般 質 問

　
　市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
は
、
行
政
の
持
つ
情
報
の
提
供
と
情

報
共
有
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
関
係
構
築
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　市
民
と
行
政
と
の
協
働
関
係
の
基
盤
づ

く
り
に
つ
い
て
、
協
働
関
係
の
構
築
に
は
、

市
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
と

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
市
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
市
民
に

し
っ
か
り
と
提
供
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
用
い
、
市
民
と
の
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
登
別
市

連
合
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
会
組
織

は
、
従
前
よ
り
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対
等

な
関
係
で
連
携
し
、
行
政
と
の
両
輪
で
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
地
域
課
題
な
ど
を
議
論
し
意

見
を
交
わ
す
こ
と
で
市
民
と
の
協
働
を
進
め

る
基
盤
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
　

答

　
　応
急
処
置
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

な
ど
で
の
保
護
や
散
水
に
よ
る
湿
潤
化
な
ど

の
飛
散
防
止
を
図
る
ほ
か
、
周
辺
な
ど
の
立

入
禁
止
処
置
を
す
る
。

　飛
散
場
所
で
の
対
応
を
行
う
場
合
、
ま
ず
、

職
員
な
ど
が
対
応
す
る
際
は
防
塵
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
、
ば
く
露
防
止
を
図
っ
た
う

え
で
対
応
す
る
。

　
　本
市
で
の
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
の

周
知
に
つ
い
て
は
。

　
　本
市
で
は
、
本
制
度
の
申
請
先
が
保
健

所
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
周
知
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
本
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
制
度
の
内
容
や
申
請
先
を
紹
介
し
、
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

質
　石
綿
含
有
建
材
の
調
査
に
つ
い
て
は
。

　
　レ
ベ
ル
１
、
２
の
除
去
や
囲
い
込
み
な

ど
の
対
策
は
終
わ
っ
て
い
て
、
毎
年
度
、
点

検
、
管
理
し
て
い
る
。

　
　本
庁
舎
内
で
石
綿
含
有
建
材
が
飛
散
し

た
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答答

答

い
て
は
、
朝
学
習
の
時
間
な
ど
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
教
材
を
活
用
し
て
お
り
、
一
人
一
人
の

学
習
内
容
の
定
着
状
況
に
応
じ
た
計
算
問
題

を
解
く
授
業
で
は
、
一
つ
の
シ
ー
ト
に
複
数

の
児
童
生
徒
が
考
え
を
書
き
込
み
、
考
え
を

共
有
し
て
い
る
。

　ま
た
、
ま
と
め
や
振
り
返
り
の
場
面
で
は
、

考
え
を
整
理
す
る
な
ど
の
日
常
的
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
を
通
し
て
、
基

本
的
な
操
作
を
身
に
付
け
な
が
ら
解
決
へ
導

く
手
法
を
実
践
し
、
情
報
を
整
理
・
分
析
し
、

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　さ
ら
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
週
末
や
夏
休
み
・
冬
休
み
に
お

い
て
も
、
演
習
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い

て
ICT
を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
て
、

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
や
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
学
校
内
で
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
学
習
に
つ

質質 答

児
童
・
生
徒
が
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
意
見
を
表
明
で
き
る
場
や
機
会
を
設

け
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
　登
下
校
時
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
ラ

ン
ド
セ
ル
の
総
重
量
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

が
、
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聴
い
て
対
策
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　重
い
学
習
用
具
を
持
っ
て
の
登
下
校
は
、

熱
中
症
の
危
険
性
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
の
負
担
軽
減
の
方
法
を
研
究

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
反
映
し
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
、
登
下
校
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

が
学
校
な
ど
で
意
見
を
表
明
す
る
機
会
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　こ
れ
ま
で
の
北
海
道
は
比
較
的
冷
涼
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
対
策
を
話
題
に
す

る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、

質答 質

質 質質答

金澤議員の
一般質問
中継はこちら

足立議員の
一般質問

中継はこちら

工藤議員の
一般質問
中継はこちら

田中議員の
一般質問

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　
　  必
要
な
も
の
と
は

子
ど
も
の
権
利
で
あ
る

　意
見
表
明
の
機
会
は
あ
る
の
か
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あ
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　や
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児
童
生
徒
に
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を
活
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　取
り
組
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は
い
か
に
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つ
い
て
の
条
文
が
な
い
の
は
承
知
し
て
い
る
。

巨
大
津
波
避
難
対
策
推
進
会
議
で
北
海
道
開

発
局
、
J
R
と
協
議
を
行
い
た
い
。

　
　地
域
住
民
よ
り
道
営
住
宅
の
屋
上
を
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
以

前
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　現
時
点
で
屋
上
に
手
す
り
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
構
造
上
の
問
題
な
ど
に
よ

り
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
も
管
理
者

の
北
海
道
と
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す

る
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　こ
の
質
問
は
、
以
前
よ
り
各
議
員
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
も
協
議
し
て
い
く
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
協
議
内
容

を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　現
在
J
R
北
海
道
は
大
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
て
も
踏
切
以
外
の
横
断
は
危
険
だ
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
鉄
道
営
業
法
を
改
正

し
大
災
害
時
は
鉄
道
敷
地
内
の
横
断
が
可
能

と
す
る
法
整
備
を
提
言
す
べ
き
で
は
。

　
　鉄
道
営
業
法
に
緊
急
避
難
時
の
横
断
に

興
な
ど
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
　包
括
連
携
協
定
締
結
で
の
課
題
認
識
は
。

　
　全
国
的
な
課
題
同
様
、
企
業
に
と
っ
て

収
益
性
が
低
い
こ
と
、
協
定
内
容
が
曖
昧
で

具
体
性
に
欠
け
る
こ
と
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
を
先
行
し
、
そ
の
後
の
取
り

組
み
や
成
果
を
見
い
だ
せ
な
い
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　包
括
連
携
協
定
は
地
域
の
活
性
化
、
市
民

生
活
の
質
の
向
上
や
ま
ち
の
魅
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
、
地
域
資
源
に
新
し
い
価
値
を

加
え
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
、
全
市
観

光
を
目
指
す
我
が
ま
ち
に
と
っ
て
は
、
民
間

と
の
連
携
を
最
大
限
に
ま
ち
づ
く
り
へ
活
か

す
べ
く
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

　
　登
別
市
中
期
財
政
見
通
し
（
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
）
前
期
の
２
年
間
を
終

了
し
た
が
、
現
時
点
に
お
け
る
課
題
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
　中
期
財
政
見
通
し
は
、
令
和
６
年
度
に

計
画
期
間
を
４
年
間
伸
ば
し
、
令
和
７
年
度

質

か
ら
14
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
定

期
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

　現
状
で
は
、
物
価
上
昇
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
本
市
に
お
い

て
は
、
市
役
所
本
庁
舎
建
設
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
大
型
事
業
を
立
て
続
け
に
計
画
し
て

お
り
、
次
期
見
通
し
期
間
中
の
後
半
に
お
い

て
、
そ
の
公
債
費
の
償
還
が
順
次
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
中
期
的
に
は
財
政
需
要
が
大
き
く

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　来
年
度
予
定
し
て
い
る
中
期
財
政
見
通
し

の
定
期
見
直
し
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の

状
況
に
加
え
、
国
の
地
方
財
政
措
置
の
動
向

な
ど
も
十
分
に
踏
ま
え
、
慎
重
に
進
め
る
。

　本
市
に
お
い
て
2
0
4
0
年
に
は
、
15
歳

以
上
65
歳
未
満
の
生
産
年
齢
人
口
よ
り
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
上
回
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
さ
ら
な
る
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
財
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
が
必
須
と
さ
れ
ま
す
。

　
　財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

質

今
で
き
る
こ
と
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

を
抑
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
奨
学
金

を
活
用
し
て
進
学
し
た
学
生
に
対
し
、
卒
業

後
、
登
別
市
内
に
て
就
職
し
た
場
合
、
奨
学

金
の
一
部
返
済
の
支
援
も
有
効
な
の
で
は
。

　
　奨
学
金
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る
総
合
的

な
支
援
が
拡
充
さ
れ
て
い
く
中
で
、
本
市
と

し
て
若
年
世
代
の
定
住
促
進
や
市
内
企
業
の

若
年
労
働
者
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
効
果
的
な
の
か
、
市

内
事
業
者
や
経
済
団
体
な
ど
の
意
向
も
確
認

し
な
が
ら
、
ま
た
、
他
の
自
治
体
の
先
進
的

な
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　包
括
連
携
協
定
等
の
連
携
状
況
は
。

　
　現
在
、
10
件
の
企
業
、
５
件
の
大
学
や

専
門
学
校
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
包
括
連
携
協
定
以
外
は
102
件
で
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
支
援
、
防
災
、
災

害
対
策
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
産
業
振
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一 般 質 問
答 答

答

答

質 質

答 質答 質

今野議員の
一般質問

天神林議員の
一般質問
中継はこちら中継はこちら

若木議員の
一般質問
中継はこちら

成田議員の
一般質問

中継はこちら

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
強
化
を

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

民
間
企
業
な
ど
と
の

包
括
連
携
協
定
等
の
取
り
組
み
は

成
　田
　昭
　浩

成
　田
　昭
　浩

な
り
　
　 た  

　
　あ
き
　
　ひ
ろ

な
り
　
　 た  

　
　あ
き
　
　ひ
ろ

若
　木
　康
　夫

若
　木
　康
　夫

わ
か
　
　  

き

　
　  

や
す
　  

　お

わ
か
　
　  

き

　
　  

や
す
　  

　お

津
波
避
難
時
の
協
議
に
つ
い
て
は

中
期
財
政
見
通
し
の

現
状
に
お
け
る
課
題
と
対
応
は

天
神
林
　美
　彦

天
神
林
　美
　彦

て
ん
じ
ん
ば
や
し
　
　よ
し
　
　 ひ
こ

て
ん
じ
ん
ば
や
し
　
　よ
し
　
　 ひ
こ

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
更
新
に

向
け
て
、
現
在
は
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　
　児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
。

　
　小
中
学
校
に
お
い
て
、
心
身
の
状
態
が

す
ぐ
れ
な
い
場
合
、
朝
の
会
で
担
任
に
報
告

す
る
方
法
と
、
心
の
悩
み
な
ど
は
、
個
人
情

報
に
考
慮
す
る
方
法
と
し
て
、
今
年
度
中
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
健
康
管
理
と
し
て
、

全
て
の
学
校
で
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　乳
幼
児
健
康
診
査
・
健
康
相
談
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
。

　
　健
診
会
場
と
し
て
、
し
ん
た
21
で
は
、

感
染
対
策
も
兼
ね
て
、
業
務
用
の
大
型
扇
風

機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
換
気

や
風
通
し
を
確
保
し
運
営
し
て
い
る
。
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　今
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
お
い
て
主
な
質
疑
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
基
盤
等
整
備
事
業
補
助
金
の
看

取
り
環
境
整
備
の
事
業
内
容
、
整
備
品
、

活
用
が
可
能
な
施
設
・
事
業
所
な
ど
を
審

査
し
ま
し
た
。

　特
定
不
妊
治
療
（
先
進
医
療
）
助
成
事

業
で
は
、
先
進
医
療
で
１
回
当
た
り
３
万

５
千
円
を
上
限
に
助
成
す
る
根
拠
、

本
事
業
は
令
和
５
年
４
月
か
ら
助
成
対
象

と
な
る
が
、
そ
の
申
請
方
法
や
周
知
方
法

な
ど
の
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
子
育
て
支
援
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
（
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
）
利
用
料
に

つ
い
て
、
導
入
予
定
の
ア
プ
リ
の
機
能
や

メ
リ
ッ
ト
、
汎
用
性
、
紙
の
母
子
健
康
手

帳
と
の
関
係
性
、
家
族
間
の
情
報
共
有
、

以
前
導
入
し
て
い
た
ア
プ
リ
と
の
違
い
、

周
知
方
法
、
予
防
接
種
管
理
機
能
の
内
容
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
低
所
得
世
帯
（
非
課
税
世

帯
）
支
援
給
付
金
給
付
事
業
費
は
、
市
民

税
非
課
税
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対
し
、

冬
期
間
の
暖
房
費
補
助
、
生
活
保
護
適
正

実
施
推
進
事
業
費
は
基
幹
処
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修
費
用
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
中

間
改
修
事
業
費
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
改
定
に
伴
う
増
の
補
正
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

予算・決算委員会　令和５年度補正予算審査

ち
　

 

だ

［令和５年9月21日（木）］

も
所
得
割
に
関
係
な
く
無
償
化
す
る
考
え
は
。

　
　財
源
状
況
が
厳
し
い
本
市
の
状
況
に
お

い
て
は
難
し
い
。
一
定
程
度
の
所
得
の
あ
る

世
帯
に
対
し
て
は
、
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　令
和
８
年
供
用
開
始
予
定
の
市
役
所
新

庁
舎
に
お
い
て
、
本
市
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
雨
天
時
の
遊
び
場
作
り
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
健
康
診
査
エ

リ
ア
を
解
放
し
、
一
体
的
に
利
用
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　現
在
市
内
で
は
病
児
保
育
は
な
い
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　令
和
６
年
度
に
新
生
町
に
開
園
予
定
の

認
定
こ
ど
も
園
に
て
、
体
調
不
良
時
対
応
型

の
病
児
保
育
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

質
　本
市
の
第
二
子
保
育
料
は
各
世
帯
の
市

区
町
村
民
税
所
得
割
に
よ
っ
て
、
無
償
化
対

象
世
帯
と
第
一
子
の
半
額
を
負
担
す
る
世
帯

が
あ
る
が
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る

上
で
保
育
環
境
の
充
実
は
基
本
で
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
子
以
降
に
つ
い
て

答答答答答

　
　児
童
生
徒
の
飲
食
に
つ
い
て
、
子
ど
も

の
水
筒
の
補
給
に
、
富
岸
小
学
校
の
水
道
水

で
は
、
鉄
サ
ビ
の
味
が
す
る
と
、
市
民
の
声

が
あ
る
が
、
そ
の
改
善
策
は
。

　
　毎
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
で
は
、
基

準
結
果
に
問
題
は
な
い
が
、
給
水
管
が
老
朽

質質質質

質 質答

宮武議員の
一般質問

中継はこちら

岩田議員の
一般質問
中継はこちら

一 般 質 問

令和５年第４回定例会は 12 月１日（金）
から開催される予定です。

子
育
て
と
仕
事
の
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　環
境
づ
く
り

宮

　武

　祥

　子

宮

　武

　祥

　子

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

み
や

　
　

 

た
け      

し
ょ
う       

こ

子
ど
も
の
心
と
身
体
の

　
　
　
　
　
　
　安
心
安
全
は

岩
　田
　
　
　恵

岩
　田
　
　
　恵

い
わ        

た                    

め
ぐ
み

い
わ        

た                    

め
ぐ
み

か 

ら 

だ

▲
市
議
会
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト
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つ
い
て
の
条
文
が
な
い
の
は
承
知
し
て
い
る
。

巨
大
津
波
避
難
対
策
推
進
会
議
で
北
海
道
開

発
局
、
J
R
と
協
議
を
行
い
た
い
。

　
　地
域
住
民
よ
り
道
営
住
宅
の
屋
上
を
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
以

前
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　現
時
点
で
屋
上
に
手
す
り
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
構
造
上
の
問
題
な
ど
に
よ

り
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
も
管
理
者

の
北
海
道
と
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す

る
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　こ
の
質
問
は
、
以
前
よ
り
各
議
員
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
も
協
議
し
て
い
く
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
協
議
内
容

を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　現
在
J
R
北
海
道
は
大
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
て
も
踏
切
以
外
の
横
断
は
危
険
だ
と

し
て
認
め
て
い
な
い
。
鉄
道
営
業
法
を
改
正

し
大
災
害
時
は
鉄
道
敷
地
内
の
横
断
が
可
能

と
す
る
法
整
備
を
提
言
す
べ
き
で
は
。

　
　鉄
道
営
業
法
に
緊
急
避
難
時
の
横
断
に

興
な
ど
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
　包
括
連
携
協
定
締
結
で
の
課
題
認
識
は
。

　
　全
国
的
な
課
題
同
様
、
企
業
に
と
っ
て

収
益
性
が
低
い
こ
と
、
協
定
内
容
が
曖
昧
で

具
体
性
に
欠
け
る
こ
と
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
を
先
行
し
、
そ
の
後
の
取
り

組
み
や
成
果
を
見
い
だ
せ
な
い
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　包
括
連
携
協
定
は
地
域
の
活
性
化
、
市
民

生
活
の
質
の
向
上
や
ま
ち
の
魅
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
、
地
域
資
源
に
新
し
い
価
値
を

加
え
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
、
全
市
観

光
を
目
指
す
我
が
ま
ち
に
と
っ
て
は
、
民
間

と
の
連
携
を
最
大
限
に
ま
ち
づ
く
り
へ
活
か

す
べ
く
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

　
　登
別
市
中
期
財
政
見
通
し
（
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
）
前
期
の
２
年
間
を
終

了
し
た
が
、
現
時
点
に
お
け
る
課
題
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
　中
期
財
政
見
通
し
は
、
令
和
６
年
度
に

計
画
期
間
を
４
年
間
伸
ば
し
、
令
和
７
年
度

質

か
ら
14
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
定

期
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

　現
状
で
は
、
物
価
上
昇
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
本
市
に
お
い

て
は
、
市
役
所
本
庁
舎
建
設
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
大
型
事
業
を
立
て
続
け
に
計
画
し
て

お
り
、
次
期
見
通
し
期
間
中
の
後
半
に
お
い

て
、
そ
の
公
債
費
の
償
還
が
順
次
始
ま
る
こ

と
か
ら
、
中
期
的
に
は
財
政
需
要
が
大
き
く

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　来
年
度
予
定
し
て
い
る
中
期
財
政
見
通
し

の
定
期
見
直
し
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の

状
況
に
加
え
、
国
の
地
方
財
政
措
置
の
動
向

な
ど
も
十
分
に
踏
ま
え
、
慎
重
に
進
め
る
。

　本
市
に
お
い
て
2
0
4
0
年
に
は
、
15
歳

以
上
65
歳
未
満
の
生
産
年
齢
人
口
よ
り
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
上
回
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
、
さ
ら
な
る
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
財
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
が
必
須
と
さ
れ
ま
す
。

　
　財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

質

今
で
き
る
こ
と
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

を
抑
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
奨
学
金

を
活
用
し
て
進
学
し
た
学
生
に
対
し
、
卒
業

後
、
登
別
市
内
に
て
就
職
し
た
場
合
、
奨
学

金
の
一
部
返
済
の
支
援
も
有
効
な
の
で
は
。

　
　奨
学
金
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る
総
合
的

な
支
援
が
拡
充
さ
れ
て
い
く
中
で
、
本
市
と

し
て
若
年
世
代
の
定
住
促
進
や
市
内
企
業
の

若
年
労
働
者
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
効
果
的
な
の
か
、
市

内
事
業
者
や
経
済
団
体
な
ど
の
意
向
も
確
認

し
な
が
ら
、
ま
た
、
他
の
自
治
体
の
先
進
的

な
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　包
括
連
携
協
定
等
の
連
携
状
況
は
。

　
　現
在
、
10
件
の
企
業
、
５
件
の
大
学
や

専
門
学
校
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
包
括
連
携
協
定
以
外
は
102
件
で
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
支
援
、
防
災
、
災

害
対
策
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
産
業
振
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一 般 質 問
答 答

答

答

質 質

答 質答 質

今野議員の
一般質問

天神林議員の
一般質問
中継はこちら中継はこちら

若木議員の
一般質問
中継はこちら

成田議員の
一般質問
中継はこちら

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
強
化
を

今
　野
　幹
　大

今
　野
　幹
　大

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

こ
ん        

の         

ま
さ       

ひ
ろ

民
間
企
業
な
ど
と
の

包
括
連
携
協
定
等
の
取
り
組
み
は

成
　田
　昭
　浩

成
　田
　昭
　浩

な
り
　
　 た  

　
　あ
き
　
　ひ
ろ

な
り
　
　 た  

　
　あ
き
　
　ひ
ろ

若
　木
　康
　夫

若
　木
　康
　夫

わ
か
　
　  

き

　
　  

や
す
　  

　お

わ
か
　
　  

き

　
　  

や
す
　  

　お

津
波
避
難
時
の
協
議
に
つ
い
て
は

中
期
財
政
見
通
し
の

現
状
に
お
け
る
課
題
と
対
応
は

天
神
林
　美
　彦

天
神
林
　美
　彦

て
ん
じ
ん
ば
や
し
　
　よ
し
　
　 ひ
こ

て
ん
じ
ん
ば
や
し
　
　よ
し
　
　 ひ
こ

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
更
新
に

向
け
て
、
現
在
は
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

　
　児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
。

　
　小
中
学
校
に
お
い
て
、
心
身
の
状
態
が

す
ぐ
れ
な
い
場
合
、
朝
の
会
で
担
任
に
報
告

す
る
方
法
と
、
心
の
悩
み
な
ど
は
、
個
人
情

報
に
考
慮
す
る
方
法
と
し
て
、
今
年
度
中
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
健
康
管
理
と
し
て
、

全
て
の
学
校
で
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　乳
幼
児
健
康
診
査
・
健
康
相
談
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
。

　
　健
診
会
場
と
し
て
、
し
ん
た
21
で
は
、

感
染
対
策
も
兼
ね
て
、
業
務
用
の
大
型
扇
風

機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
換
気

や
風
通
し
を
確
保
し
運
営
し
て
い
る
。

 議会だよりでぃすかす　119号 

　本会議や各委員会は、自由に傍聴することができます。
　また、議会に足を運ぶことが出来ない方も、スマートフォンやパソコンで、生中継、
過去の録画中継をご覧いただけます。市議会ウェブサイトにアクセスし、「議会中継」
のリンクからご覧ください。

議会を傍聴しませんか？

発行：登別市議会／編集：広聴・公開委員会 問い合わせ ☎8592 20／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp

　今
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
お
い
て
主
な
質
疑
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
基
盤
等
整
備
事
業
補
助
金
の
看

取
り
環
境
整
備
の
事
業
内
容
、
整
備
品
、

活
用
が
可
能
な
施
設
・
事
業
所
な
ど
を
審

査
し
ま
し
た
。

　特
定
不
妊
治
療
（
先
進
医
療
）
助
成
事

業
で
は
、
先
進
医
療
で
１
回
当
た
り
３
万

５
千
円
を
上
限
に
助
成
す
る
根
拠
、

本
事
業
は
令
和
５
年
４
月
か
ら
助
成
対
象

と
な
る
が
、
そ
の
申
請
方
法
や
周
知
方
法

な
ど
の
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
子
育
て
支
援
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
（
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
）
利
用
料
に

つ
い
て
、
導
入
予
定
の
ア
プ
リ
の
機
能
や

メ
リ
ッ
ト
、
汎
用
性
、
紙
の
母
子
健
康
手

帳
と
の
関
係
性
、
家
族
間
の
情
報
共
有
、

以
前
導
入
し
て
い
た
ア
プ
リ
と
の
違
い
、

周
知
方
法
、
予
防
接
種
管
理
機
能
の
内
容
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
低
所
得
世
帯
（
非
課
税
世

帯
）
支
援
給
付
金
給
付
事
業
費
は
、
市
民

税
非
課
税
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対
し
、

冬
期
間
の
暖
房
費
補
助
、
生
活
保
護
適
正

実
施
推
進
事
業
費
は
基
幹
処
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修
費
用
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
中

間
改
修
事
業
費
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
改
定
に
伴
う
増
の
補
正
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
田
）

予算・決算委員会　令和５年度補正予算審査

ち
　

 

だ

［令和５年9月21日（木）］

も
所
得
割
に
関
係
な
く
無
償
化
す
る
考
え
は
。

　
　財
源
状
況
が
厳
し
い
本
市
の
状
況
に
お

い
て
は
難
し
い
。
一
定
程
度
の
所
得
の
あ
る

世
帯
に
対
し
て
は
、
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　令
和
８
年
供
用
開
始
予
定
の
市
役
所
新

庁
舎
に
お
い
て
、
本
市
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
雨
天
時
の
遊
び
場
作
り
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
健
康
診
査
エ

リ
ア
を
解
放
し
、
一
体
的
に
利
用
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　現
在
市
内
で
は
病
児
保
育
は
な
い
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　令
和
６
年
度
に
新
生
町
に
開
園
予
定
の

認
定
こ
ど
も
園
に
て
、
体
調
不
良
時
対
応
型

の
病
児
保
育
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

質
　本
市
の
第
二
子
保
育
料
は
各
世
帯
の
市

区
町
村
民
税
所
得
割
に
よ
っ
て
、
無
償
化
対

象
世
帯
と
第
一
子
の
半
額
を
負
担
す
る
世
帯

が
あ
る
が
、
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る

上
で
保
育
環
境
の
充
実
は
基
本
で
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
子
以
降
に
つ
い
て

答答答答答

　
　児
童
生
徒
の
飲
食
に
つ
い
て
、
子
ど
も

の
水
筒
の
補
給
に
、
富
岸
小
学
校
の
水
道
水

で
は
、
鉄
サ
ビ
の
味
が
す
る
と
、
市
民
の
声

が
あ
る
が
、
そ
の
改
善
策
は
。

　
　毎
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
で
は
、
基

準
結
果
に
問
題
は
な
い
が
、
給
水
管
が
老
朽

質質質質

質 質答

宮武議員の
一般質問
中継はこちら

岩田議員の
一般質問

中継はこちら

一 般 質 問

令和５年第４回定例会は 12 月１日（金）
から開催される予定です。

子
育
て
と
仕
事
の
し
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　環
境
づ
く
り
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▲

市
議
会
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト

https://vdg.jp/hyj09JcE-qG5/
https://vdg.jp/c3O_2dDelWDo/
https://noboribetsu-city.gijiroku.com/
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◀ウェブサイト
　 https://www.city.
　 noboribetsu.lg.jp/

◀Ｅメール
　 pr@city.
　 noboribe
　 tsu.lg.jp

◀フェイスブック
　@noboribe
　tsu.city

◀ＬＩＮＥ
　@noboribe
　tsucity

◀YouTube
　https://www.
　youtube.com/
　user/Noboribe
　tsuOfficial/

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
　　　　１回目の接種時に生後６カ月以上４歳以下の方は３回目まで、５歳以上の方は２回目までの接
　　　　種を完了し、前回接種から３カ月以上経過している方。対象者には順次、接種券一体型予診票　
　　　　（黄色）を送付しています。
　　　　※これまでにお届けした白色または水色の接種券一体型予診票は使用できません。

対象者

接種場所
接種を受けるには事前の予約が必要です。接種券一体型予診票が届きましたらご予約ください。
予約方法や受付時間は、市公式ウェブサイトをご確認ください。
○個別接種（ファイザー社製オミクロン株（XBB.1.5）対応ワクチン）
登別・室蘭市内の一部の医療機関で接種が受けられます。市内で接種が受けられる医療機関
は、接種券一体型予診票に同封するチラシまたは市公式ウェブサイトをご確認ください。
※予約状況などによりモデルナ社製（XBB.1.5）対応ワクチンに切り替える場合があります。
○集団接種（モデルナ社製オミクロン株（XBB.1.5）対応ワクチン）
対象　16歳以上の方
※基礎疾患などがある方は、かかりつけ医療機関での接種をご検討ください。
持ち物　接種券一体型予診票（黄色）、予防接種済証、本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）、
　お薬手帳（お持ちの方）

12月の日程 会場 予約方法

●市予約ウェブサイト(24時間受付)
https://vaccines.sciseed.jp/noboribetsu
●市新型コロナワクチンコールセンター
【☎0570－035－056】(ナビダイヤル･有料)
８時～20時(土･日曜、祝日も受け付け)
※電話番号の掛け違いに注意ください。

登別中央ショッピング
センター・アーニス

２日㈯､９日㈯
各14時～17時

▲市公式
　ウェブサイト

▲市予約
　ウェブサイト

室蘭市 伊達市白老町

　11月１日㈬から、今季の営業を開
始します。ぜひ、ご利用ください。
開館時間　平日12時～18時
　土・日曜日、祝日10時～18時
休館日　月曜日（祝日の場合は、翌
　火曜日）
使用料　一般500円、65歳以上300円、
　高校生250円、中学生以下130円、
　（11月１日㈬は無料）
※お得な回数券（６枚つづり）や貸
　しスケート靴（有料）もあります。
問い合わせ　新和産業アイスアリー
　ナ室蘭（☎45０８００）

２０２３市民総合文化祭
～ふれあう心　育てる伊達の文化～

新和産業アイスアリーナ室蘭
スケートリンクオープン

　芸術・文化活動を行う市民の方や
団体の皆さんが日ごろの成果を展示
や発表などで披露しています。期間
中、さまざまな芸術が満載です。
　ぜひご来場ください。
期間　11月26日㈰まで
場所　カルチャーセンターほか
内容　美術展・菊花展・呈茶席・
　写真展・音楽祭・芸能祭など
※詳しくはホームページを
　ご確認ください。
問い合わせ　伊達市生涯学習課社会
　教育係（☎０１４２82３２９９）

第48回札幌学院大学学術講演会
講演と音楽の夕べ

※１月以降の集団接種の実施は未定です。接種を希望する方は医療機関での接種をご検討ください。
※１回目の接種時に生後６カ月以上４歳以下の方は３回目まで、５歳以上の方は２回目までの接種を完了して
　いない方は、健康推進グループ新型コロナワクチン接種担当まで問い合わせください。

日時　11月18日㈯14時～16時30分
場所　しらおい創造空間『蔵』
　（白老町本町１－７－５）
内容　札幌学院大学教授枡谷隆男さ
　んによる講演『音楽の起源を訪ね
　て～音楽考古学への誘い』、海洋
　ごみ楽器集団『ゴミンゾク』によ
　るスペシャルライブ
定員　 80 人
申し込み　専用の申
　し込みフォームか
　ら同大企画政策課
　（☎011－386－8111）

ます や たか お

問い合わせ　健康推進グループ新型コロナワクチン接種担当（☎81２７７０・81２７７１）

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/r5vaccine/
https://vaccines.sciseed.jp/noboribetsu
https://sgu.tayori.com/f/231118/
https://www.city.date.hokkaido.jp/kyoiku/detail/00002171.html
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/
pr@city.noboribetsu.lg.jp
https://www.facebook.com/noboribetsu.city
https://line.me/R/ti/p/%40145tvagm
https://www.youtube.com/user/NoboribetsuOfficial/

